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いたやなぎ

町議会だより
いたやなぎ

町議会だより

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　春
、
心
地
良
い
風
が
吹
く
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
の
皆

さ
ん
に
と
り
ま
し
て
は
、
秋
に

向
け
て
の
農
繁
期
の
始
ま
り
で

す
ね
。
県
外
在
住
の
板
柳
の
出

身
者
がFacebook

に
書
き
込
ん

で
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
故
郷
に
手
伝
い
も
兼

ね
て
帰
れ
な
い
。
幼
馴
染
み
と

会
え
な
い
・
・
・
し
か
し
。

　帰
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
実
家

か
ら
米
や
り
ん
ご
が
届
く
と
、

板
柳
愛
が
強
く
な
る
そ
う
で
す
。

故
郷
を
離
れ
て
る
板
柳
出
身
者

も
故
郷
の
味
を
待
っ
て
い
ま
す
。

心
待
ち
に
し
て
い
る
方
に
お
い
し

い
米
と
り
ん
ご
を
届
け
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

　フ
レ
ー
フ
レ
ー
農
家
の
皆
さ

ん
♪  （

委
員
　濱
名
　康
治
）

【
発
行
責
任
者
】
　

　
　
　議
長
　佐
藤
　洋
治

※

第
30
号
発
行
予
定
は
8
月

13
日
頃
で
す
。

　議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 編 

集 

後 

記
板柳町の夢追人！板柳町の夢追人！

Ｐ ２ ～ ７
Ｐ ８ ～ ９
Ｐ１０～１１
P１２
Ｐ１３

●６人が一般質問
●予算特別委員会
●小学校統合問題検討特別委員会
●常任委員会審査
●一目で分かる審議結果

～みんなで心ひとつに全国大会優勝～～みんなで心ひとつに全国大会優勝～
板柳中学校　野球部板柳中学校　野球部

議会組織に変更がありました いたやなぎ町議会だより
　「夢追人」を募集しています！
いたやなぎ町議会だより
　「夢追人」を募集しています！

内　　容：表紙写真の掲載
　　　　　（町内在住、男女年齢・個人団体問わず。
　　　　　大人の方でも大歓迎）

募集期間：随時募集

選考方法：議会だより編集特別委員会で審査を行い、選出
　　　　　します。

問 合 せ：板柳町議会事務局　
　　　　　☎０１７２－７３－２１１１（内線４０１）

内　　容：表紙写真の掲載
　　　　　（町内在住、男女年齢・個人団体問わず。
　　　　　大人の方でも大歓迎）

募集期間：随時募集

選考方法：議会だより編集特別委員会で審査を行い、選出
　　　　　します。

問 合 せ：板柳町議会事務局　
　　　　　☎０１７２－７３－２１１１（内線４０１）

副議長 三戸　玲子
委員長 今　　浩一
副委員長 鈴木　清孝
委員 成田　陽光
〃 濱名　康治
〃 工藤　　貢

委員長 成田　陽光
副委員長 佐藤　文俊
委員 三戸　玲子
〃 成田　　肇
〃 佐藤　洋治
〃 濱名　康治

総務産業厚生
常任委員会

議会運営委員会

主な内容

議会の動き （１月～３月）

会 議 等 名 会 議 等 名
6日  議会だより編集特別委員会 3日  本会議(定例会日程、町長の提案理由等)
12日  町例月出納検査（監査） 〃  議員全員協議会
22日  議会だより編集特別委員会 〃  議会運営委員会
26日  議会運営委員会(定例会案件) 4日  本会議(一般質問・6人)
28日  議会だより編集特別委員会 〃  議会運営委員会
10日  町例月出納検査（監査） 5日  総務産業厚生常任委員会 (所管事務調査)
16日  議員全員協議会 〃  福祉建設文教常任委員会 (所管事務調査)
17日  弘前地区環境整備事務組合議会定例会 8日  予算特別委員会
〃  津軽広域連合議会定例会 9日  予算特別委員会
〃  弘前地区消防事務組合議会定例会 10日  本会議(委員長報告、採決、閉会)
22日  議案説明会 15日  町例月出納検査（監査）
〃  西北五広域福祉事務組合議会定例会 22日  小学校統合問題検討特別委員会
24日  国民健康保険運営協議会 23日  小学校統合問題に係る意見交換会（南小学区）
26日  議会運営委員会 24日  小学校統合問題に係る意見交換会（北小学区）
〃  青森県町村議会議長会定期総会 29日  小学校統合問題に係る意見交換会（東小学区）

開 催 日

1
月

開 催 日

2
月

3
月

　板柳町中学校野球部の部長を務め
る３年生の佐々木玲旺さんに野球部
の夢を語っていただきました。
　昨年３月に出場予定だった全国大
会が中止となり、チーム全員が悔し
い思いをしました。練習では守備を
徹底的にレベルアップしたい。チー
ムの特徴である得点力を生かして全
ての試合に勝利し、全国大会優勝を
目指すと力強く語ってくれました。



       　　　
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

　
　
セ
ス
で
統
合
を
進
め
て
い

く
か
。

　
　（成
田
町
長
）

　
　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
各
小
学
校
ご
と
に
地
域
懇

談
会
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　
　小
中
１
つ
が
望
ま
し
い
形  

　
　
に
な
っ
た
の
か
。

　
　（永
澤
教
育
長
）

　
　
平
成
26
年
の
委
員
会
の
意

見
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
と
な
っ

て
い
た
が
、
見
直
し
、
小
中
連

携
と
い
う
形
式
で
進
め
た
い
と

委
員
会
で
は
方
針
を
固
め
た
。

　
成
人
式
延
期
に
つ
い
て

　
　

　

　延
期
は
も
う
少
し
早
く
決

　
　
断
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　（永
澤
教
育
長
）

　
　
教
育
委
員
会
で
も
新
成
人

の
晴
れ
の
姿
を
つ
く
っ
て
あ
げ

た
い
一
心
で
あ
っ
た
が
、
全
国

的
に
感
染
者
が
増
え
、
１
月
４

日
開
催
の
会
議
で
延
期
す
る
こ

と
を
急
遽
取
り
決
め
た
。

　
　
成
人
式
は
人
生
の
節
目
。

　
　
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　（工
藤
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
８
月
15
日
に
実
施
し
た
い

と
伝
え
て
い
る
。

 

　
板
柳
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

　
バ
ス
に
つ
い
て

　

　板
柳
中
学
校
の
冬
期
間
ス

　
　ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
料
金

が
変
更
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
。

　
　（永
澤
教
育
長
）

　
　
昭
和
42
年
に
板
柳
中
学
校

が
統
合
し
た
と
き
の
条
件
と
し

て
、
沿
川
地
区
を
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ

ま
で
有
料
の
通
学
バ
ス
を
利
用

し
て
い
た
小
幡
、掛
落
林
、柏
木
、

牡
丹
森
、
横
沢
、
飯
田
の
６
地

区
に
つ
い
て
も
、
令
和
２
年
度

よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
料
運
行

と
し
た
。

　
町
民
の
移
動
手
段
の

　
確
保
に
つ
い
て

　
　
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

　
　
が
増
え
て
き
て
お
り
、
移

動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
乗
り
降
り
し
や
す
い

低
床
バ
ス
や
運
転
手
の
確
保
の

た
め
、
運
用
に
は
巨
額
の
経
費

が
必
要
で
あ
る
。
全
て
実
現
で

き
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
当
面
は

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
活
用
す
る

な
ど
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
病
院
の
送
迎
バ
ス
を
使
え

　
　
る
と
い
う
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
を

し
、
バ
ス
停
も
設
置
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
昨
年
の
４
月
か
ら
役
場
の

前
に
も
停
車
す
る
よ
う
に
改
善

し
た
。
早
速
、
町
民
の
方
に
病

院
の
バ
ス
を
使
え
る
事
を
周
知

し
て
い
き
た
い
。

 

　
板
柳
高
校
の
跡
地

　
に
つ
い
て

　
　
２
年
後
に
閉
校
と
な
る
板

　
　
柳
高
校
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
板
柳
高
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
今
後
様
々
な
方
策
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
板
柳
高
校

の
後
援
会
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
寄
贈
の
お
話
が
あ
り
、
教
育

委
員
会
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
閉
校
に
な
る
校
舎
、
こ
の

　
　
後
の
活
用
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
昨
年
の
12
月
中
頃
、
県
の

方
か
ら
、
閉
校
後
の
利
活
用
の

文
書
を
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し

て
は
、
ぜ
ひ
と
も
町
と
し
て
利

用
し
た
い
旨
回
答
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
に

使
う
か
は
、
新
年
度
に
入
っ
て

か
ら
内
部
の
関
係
課
で
委
員
会

を
つ
く
り
、
い
ろ
ん
な
方
策
を

検
討
さ
せ
た
い
。

　
　
大
豆
転
作
に
つ
い
て
、
こ

　
　
れ
以
上
増
え
る
事
は
考
え

に
く
く
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
事
が
難
し

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
大
豆
転
作
を
さ
ら
に
推
し

進
め
な
が
ら
、
コ
メ
に
代
わ
る

作
物
に
つ
い
て
も
模
索
、
挑
戦

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
収
入
保
険
の
話
が
出
て
く

　
　
る
と
思
う
が
、
加
入
促
進

は
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ

れ
を
当
て
に
し
な
い
転
作
に
対

す
る
町
の
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
農
業
を
進
め
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
あ
る
一
定
の
保
険

制
度
を
活
用
す
る
の
が
当
然
だ

と
思
う
が
、
保
険
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
町
で
取
れ
た
農
作
物

の
付
加
価
値
を
高
め
て
農
家
所

得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

 

       　　　
米
価
下
落
懸
念
に
つ
い
て

　
　
全
国
的
に
コ
メ
余
り
が
懸

　
　
念
さ
れ
る
中
、
当
町
は
新

た
な
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
稲
作
政
策
を
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
耕
作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
約
化
や
大
規
模
化
を
図
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
高

収
益
作
物
へ
の
作
付
転
換
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
　
主
食
用
米
を
飼
料
用
米
や

　
　
輸
出
用
米
な
ど
に
振
る
こ

と
に
つ
い
て
、
早
い
段
階
か
ら

関
係
団
体
や
需
要
家
と
協
議
を

し
て
は
い
か
が
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
令
和
２
年
産
同
様
、
令
和

３
年
産
も
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

主
食
用
米
を
飼
料
用
米
作
物
あ

る
い
は
転
作
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
板
柳
町
長
期
振
興
計
画

　
に
つ
い
て

　
　
第
６
次
振
興
計
画
で
あ
る

　
　
が
、
改
め
て
策
定
方
針
を

伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
現
時
点
で
は
本
年
８
月
末

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
策
定
方
針
に
つ
い
て
は
、
板

柳
町
振
興
計
画
審
議
会
会
長
に

対
し
、
町
の
未
来
を
切
り
拓
く

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
諮
問
し
て
い
る
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（※

）
に
つ
い
て

　
　
も
長
期
振
興
計
画
に
盛
り

込
ん
で
は
い
か
が
か
。

　
　（
八
木
橋
企
画
財
政
課
長
）

　
　
現
在
、
審
議
委
員
、
専
門

委
員
で
議
論
し
て
い
る
が
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
つ
の
基
準
と
し
て

盛
り
込
ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
で

は
と
の
意
見
も
出
て
い
る
。

　
町
の
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
戦
略

　
に
つ
い
て

　
　
今
後
のw

ith

コ
ロ
ナ
を

　
　
見
据
え
た
当
町
の
Ｐ
Ｒ
戦

略
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
町
で
行
っ
て
い
る
各
種
広

報
活
動
に
つ
い
て
は
、
目
的
や

対
象
者
に
合
わ
せ
て
様
々
な
媒

体
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
。

新
た
な
日
常
へ
移
行
す
る
中
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
よ
い
点
を
活

用
し
、
従
来
の
広
報
媒
体
と
組

み
合
わ
せ
て
対
象
者
に
合
わ
せ

た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
今
後
映
画
「
い
と
み
ち
」

　
　
の
映
画
に
絡
め
た
Ｐ
Ｒ
動

画
を
作
る
と
き
に
は
、
も
っ
と

研
究
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
以
前
作
成
し
た
動
画
を
移
住

の
促
進
に
活
用
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
首
都

圏
で
の
活
用
の
機
会
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
発
信
し

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
く
な

る
の
で
、
今
後
を
見
据
え
て
作

製
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
媒
体
を
活
用
し
て
情
報

発
信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。「
い
と
み
ち
」

の
関
係
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
メ
デ
ィ
ア
に
載
せ
て
発
信

す
る
。

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
し

　
　
て
は
ど
う
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
若
い
方
々
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
が
行
っ
て
い
る
情
報
発
信

を
全
町
的
な
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
前

面
に
出
し
て
、
こ
れ
を
県
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
、
そ
し
て
い
ろ
ん
な

人
に
町
外
か
ら
来
て
い
た
だ
い

て
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
こ
と
が

町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
。
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第５回定例会一般質問
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３　2021年5月　いたやなぎ町議会だより  

　第５回板柳町議会定例会が３月３日から１０日までの日
程で開催されました。３月４日に行われた「一般質問」に、
６名の議員が登壇し質問しました。
　一般質問は、議員の日常活動と町民の声や議員自身の
考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。

　板柳町議会では、１人６０分の制限時間があります。
議会だよりは、スペースの都合上、１人１ページ相当の
文章量までとし、質問と答弁が要約してあります。臨場
感ある本会議場での傍聴をお待ちしております。成 田 陽 光成 田 陽 光

※ＳＤＧｓとは、国連が定める持続可能な開発目標の意味で、
2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標



       　　　
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

　
　
今
後
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

　
　
セ
ス
で
統
合
を
進
め
て
い

く
か
。

　
　（成
田
町
長
）

　
　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
各
小
学
校
ご
と
に
地
域
懇

談
会
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々

か
ら
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　
　小
中
１
つ
が
望
ま
し
い
形  

　
　
に
な
っ
た
の
か
。

　
　（永
澤
教
育
長
）

　
　
平
成
26
年
の
委
員
会
の
意

見
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
と
な
っ

て
い
た
が
、
見
直
し
、
小
中
連

携
と
い
う
形
式
で
進
め
た
い
と

委
員
会
で
は
方
針
を
固
め
た
。

　
成
人
式
延
期
に
つ
い
て

　
　

　

　延
期
は
も
う
少
し
早
く
決

　
　
断
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　（永
澤
教
育
長
）

　
　
教
育
委
員
会
で
も
新
成
人

の
晴
れ
の
姿
を
つ
く
っ
て
あ
げ

た
い
一
心
で
あ
っ
た
が
、
全
国

的
に
感
染
者
が
増
え
、
１
月
４

日
開
催
の
会
議
で
延
期
す
る
こ

と
を
急
遽
取
り
決
め
た
。

　
　
成
人
式
は
人
生
の
節
目
。

　
　
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　（工
藤
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
８
月
15
日
に
実
施
し
た
い

と
伝
え
て
い
る
。

 

　
板
柳
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

　
バ
ス
に
つ
い
て

　

　板
柳
中
学
校
の
冬
期
間
ス

　
　ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
料
金

が
変
更
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
。

　
　（永
澤
教
育
長
）

　
　
昭
和
42
年
に
板
柳
中
学
校

が
統
合
し
た
と
き
の
条
件
と
し

て
、
沿
川
地
区
を
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ

ま
で
有
料
の
通
学
バ
ス
を
利
用

し
て
い
た
小
幡
、掛
落
林
、柏
木
、

牡
丹
森
、
横
沢
、
飯
田
の
６
地

区
に
つ
い
て
も
、
令
和
２
年
度

よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
無
料
運
行

と
し
た
。

　
町
民
の
移
動
手
段
の

　
確
保
に
つ
い
て

　
　
運
転
免
許
を
返
納
す
る
人

　
　
が
増
え
て
き
て
お
り
、
移

動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
乗
り
降
り
し
や
す
い

低
床
バ
ス
や
運
転
手
の
確
保
の

た
め
、
運
用
に
は
巨
額
の
経
費

が
必
要
で
あ
る
。
全
て
実
現
で

き
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
当
面
は

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
活
用
す
る

な
ど
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
病
院
の
送
迎
バ
ス
を
使
え

　
　
る
と
い
う
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
を

し
、
バ
ス
停
も
設
置
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
昨
年
の
４
月
か
ら
役
場
の

前
に
も
停
車
す
る
よ
う
に
改
善

し
た
。
早
速
、
町
民
の
方
に
病

院
の
バ
ス
を
使
え
る
事
を
周
知

し
て
い
き
た
い
。

 

　
板
柳
高
校
の
跡
地

　
に
つ
い
て

　
　
２
年
後
に
閉
校
と
な
る
板

　
　
柳
高
校
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
板
柳
高
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
今
後
様
々
な
方
策
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
板
柳
高
校

の
後
援
会
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
寄
贈
の
お
話
が
あ
り
、
教
育

委
員
会
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
閉
校
に
な
る
校
舎
、
こ
の

　
　
後
の
活
用
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
昨
年
の
12
月
中
頃
、
県
の

方
か
ら
、
閉
校
後
の
利
活
用
の

文
書
を
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し

て
は
、
ぜ
ひ
と
も
町
と
し
て
利

用
し
た
い
旨
回
答
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
ど
う
い
う
も
の
に

使
う
か
は
、
新
年
度
に
入
っ
て

か
ら
内
部
の
関
係
課
で
委
員
会

を
つ
く
り
、
い
ろ
ん
な
方
策
を

検
討
さ
せ
た
い
。

　
　
大
豆
転
作
に
つ
い
て
、
こ

　
　
れ
以
上
増
え
る
事
は
考
え

に
く
く
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
事
が
難
し

い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
大
豆
転
作
を
さ
ら
に
推
し

進
め
な
が
ら
、
コ
メ
に
代
わ
る

作
物
に
つ
い
て
も
模
索
、
挑
戦

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
　
収
入
保
険
の
話
が
出
て
く

　
　
る
と
思
う
が
、
加
入
促
進

は
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
そ

れ
を
当
て
に
し
な
い
転
作
に
対

す
る
町
の
方
針
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
農
業
を
進
め
て
い
く
に
当

た
っ
て
は
、
あ
る
一
定
の
保
険

制
度
を
活
用
す
る
の
が
当
然
だ

と
思
う
が
、
保
険
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
町
で
取
れ
た
農
作
物

の
付
加
価
値
を
高
め
て
農
家
所

得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

 

       　　　
米
価
下
落
懸
念
に
つ
い
て

　
　
全
国
的
に
コ
メ
余
り
が
懸

　
　
念
さ
れ
る
中
、
当
町
は
新

た
な
施
策
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
の
稲
作
政
策
を
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
耕
作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地

の
集
約
化
や
大
規
模
化
を
図
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。
高

収
益
作
物
へ
の
作
付
転
換
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
　
主
食
用
米
を
飼
料
用
米
や

　
　
輸
出
用
米
な
ど
に
振
る
こ

と
に
つ
い
て
、
早
い
段
階
か
ら

関
係
団
体
や
需
要
家
と
協
議
を

し
て
は
い
か
が
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
令
和
２
年
産
同
様
、
令
和

３
年
産
も
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

主
食
用
米
を
飼
料
用
米
作
物
あ

る
い
は
転
作
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
板
柳
町
長
期
振
興
計
画

　
に
つ
い
て

　
　
第
６
次
振
興
計
画
で
あ
る

　
　
が
、
改
め
て
策
定
方
針
を

伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
現
時
点
で
は
本
年
８
月
末

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
策
定
方
針
に
つ
い
て
は
、
板

柳
町
振
興
計
画
審
議
会
会
長
に

対
し
、
町
の
未
来
を
切
り
拓
く

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
振
興
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
諮
問
し
て
い
る
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（※

）
に
つ
い
て

　
　
も
長
期
振
興
計
画
に
盛
り

込
ん
で
は
い
か
が
か
。

　
　（
八
木
橋
企
画
財
政
課
長
）

　
　
現
在
、
審
議
委
員
、
専
門

委
員
で
議
論
し
て
い
る
が
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
つ
の
基
準
と
し
て

盛
り
込
ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
で

は
と
の
意
見
も
出
て
い
る
。

　
町
の
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
戦
略

　
に
つ
い
て

　
　
今
後
のw

ith
コ
ロ
ナ
を

　
　
見
据
え
た
当
町
の
Ｐ
Ｒ
戦

略
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
町
で
行
っ
て
い
る
各
種
広

報
活
動
に
つ
い
て
は
、
目
的
や

対
象
者
に
合
わ
せ
て
様
々
な
媒

体
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
る
。

新
た
な
日
常
へ
移
行
す
る
中
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
よ
い
点
を
活

用
し
、
従
来
の
広
報
媒
体
と
組

み
合
わ
せ
て
対
象
者
に
合
わ
せ

た
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
今
後
映
画
「
い
と
み
ち
」

　
　
の
映
画
に
絡
め
た
Ｐ
Ｒ
動

画
を
作
る
と
き
に
は
、
も
っ
と

研
究
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
以
前
作
成
し
た
動
画
を
移
住

の
促
進
に
活
用
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
首
都

圏
で
の
活
用
の
機
会
が
な
く

な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
発
信
し

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
く
な

る
の
で
、
今
後
を
見
据
え
て
作

製
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
媒
体
を
活
用
し
て
情
報

発
信
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。「
い
と
み
ち
」

の
関
係
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
メ
デ
ィ
ア
に
載
せ
て
発
信

す
る
。

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
し

　
　
て
は
ど
う
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。
若
い
方
々
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
現
在
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
が
行
っ
て
い
る
情
報
発
信

を
全
町
的
な
Ｐ
Ｒ
に
活
用
す

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
を
前

面
に
出
し
て
、
こ
れ
を
県
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
、
そ
し
て
い
ろ
ん
な

人
に
町
外
か
ら
来
て
い
た
だ
い

て
に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
こ
と
が

町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応

　
に
つ
い
て

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
　
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の

対
応
は
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
を

設
置
し
、
事
務
体
制
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
町
内
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
と
多
目
的
ホ
ー

ル
あ
ぷ
る
で
の
集
団
接
種
を

併
用
し
て
実
施
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、
ま
た
、
会
場
ま
で
移

動
が
困
難
な
高
齢
者
等
の
方
々

に
は
バ
ス
の
送
迎
も
検
討
し
て

い
る
。

  

　
統
合
小
学
校
の
整
備

　
に
つ
い
て

　
　
子
ど
も
達
の
た
め
に
一
日

　
　
も
早
く
快
適
で
安
全
な
統

合
小
学
校
の
整
備
を
進
め
て
ほ

し
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
シ

ナ
リ
オ
、
構
想
を
描
い
て
い
る

の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

平
成
26
年
の
町
立
小
学
校
適
正

規
模
等
対
策
委
員
会
報
告
を
基

本
的
に
踏
ま
え
て
、
小
学
校
統

合
に
向
け
て
の
基
本
方
針
を
示

し
て
い
る
。
今
後
、
各
小
学
校

ご
と
に
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、

広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検

討
委
員
会
で
さ
ら
に
計
画
の
策

定
あ
る
い
は
教
育
活
動
の
吟
味

等
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
い
く
。

　
　
東
小
学
校
は
、
新
年
度
か

　
　
ら
複
式
学
級
が
２
ク
ラ
ス

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
ほ
か

の
小
学
校
と
比
べ
て
子
供
た
ち

に
教
育
格
差
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
現
在
東
小
学
校
で
は
、
複

式
学
級
に
よ
る
学
力
な
ど
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
支
援
員

を
配
置
し
て
個
別
指
導
を
工
夫

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
頭
先
生
や
教
務
主

任
の
先
生
方
が
、
学
級
を
２
つ

に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の

授
業
を
行
う
工
夫
も
し
て
い
る
。

　
今
後
は
教
育
委
員
会
と
し
て

も
見
守
り
な
が
ら
支
援
し
て
い

き
た
い
。

　
　
一
日
も
早
く
統
合
小
学
校

　
　
を
建
設
し
て
複
式
学
級
を

解
消
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

財
政
的
に
ど
う
な
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
板
柳
中
学
校
の
新
校
舎
を

整
備
し
た
と
き
も
国
の
補
助
金

や
有
利
な
過
疎
債
を
活
用
し
た

こ
と
に
よ
り
町
の
持
ち
出
し
を

極
力
抑
え
て
い
る
。
統
合
小
学

校
の
建
設
に
当
た
っ
て
も
制
度
、

財
源
を
活
用
し
て
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

た
い
。

 

　
消
防
団
員
の
確
保
と

　
消
防
防
災
力
の
強
化

　
に
つ
い
て

　
　
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

　
　
守
る
た
め
に
は
消
防
団
員

の
確
保
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
板
柳
消
防
署
新
庁
舎
の
完

成
が
間
近
だ
が
、
こ
れ
を
機
に

当
町
の
防
災
力
強
化
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
団
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
、

消
防
団
に
入
り
や
す
い
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
消
防
防
災
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
３
月
末
に
は
板
柳
消
防

署
新
庁
舎
が
完
成
す
る
。
新
庁

舎
は
、
国
道
３
３
９
号
線
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
移
転
す
る
こ
と
で

多
方
面
へ
の
出
動
が
容
易
に
な

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
機

能
が
強
化
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
新
年
度
に
は
高
規

格
救
急
車
へ
の
車
両
更
新
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
防
災
・

救
急
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
新
し
い
消
防
署
を
拠
点

に
消
防
署
、
消
防
団
、
そ
し
て

町
民
と
の
協
力
体
制
を
築
く
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
消
防
防
災
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

団
法
人
板
柳
町
産
業
振
興
公
社

り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
に
関
す

る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
が

替
わ
っ
て
も
、
町
予
算
か
ら
り

ん
ご
ワ
ー
ク
に
交
付
金
が
交
付

さ
れ
管
理
運
営
を
委
託
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
業
務
分

掌
へ
の
記
載
は
残
る
も
の
と
考

え
る
。

 

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
一
般

　
搾
汁
ジ
ュ
ー
ス
の
褐
変
に

　
つ
い
て

　
　
一
般
消
費
者
に
対
し
、
り

　
　
ん
ご
ワ
ー
ク
の
販
売
す
る

ジ
ュ
ー
ス
と
混
同
す
る
こ
と
に

よ
る
風
評
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

意
味
で
、
今
後
の
対
策
や
被
害

を
受
け
た
利
用
者
へ
の
賠
償
な

ど
、
再
度
確
認
し
た
い
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
令
和
元
年
度
に
町
の
加
工

場
に
お
い
て
缶
に
搾
汁
し
た
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
が
数
か
月
後
に

褐
変
す
る
現
象
が
起
き
て
い
る
。

昨
年
か
ら
リ
ン
ゴ
加
工
機
械
の

納
入
業
者
に
対
し
て
原
因
究
明

と
改
善
を
求
め
て
い
る
が
、
現

在
も
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
が

特
定
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
納
入
業
者
か
ら
は
様
々
な

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
そ
の
推
移
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
影
響
を
受
け
た
利
用
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
原

因
の
究
明
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
何
件
の
方
に
つ
い
て
被
害

　
　
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
今
回
の
褐
変
の
件
で
缶
に

搾
汁
さ
れ
た
方
は
23
名
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
23
名
の
う
ち
何
件
発
見
さ

　
　
れ
た
の
か
、
こ
れ
は
何
年

に
搾
汁
し
た
件
な
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
褐
変
が
起
き
て
い
る

ジ
ュ
ー
ス
は
全
て
令
和
元
年
産

の
リ
ン
ゴ
を
搾
汁
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
褐
変
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
、

程
度
の
差
は
あ
れ
ど
、
ほ
ぼ
大

半
に
褐
変
が
見
ら
れ
た
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　
　
今
現
在
こ
の
ふ
る
さ
と
セ

　
　
ン
タ
ー
の
18
リ
ッ
ト
ル
缶

の
搾
汁
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
今
現
在
も
一
般
生
産
者
か

ら
の
搾
汁
は
行
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
原
因
が
は
っ
き
り
と
し
な

い
と
い
う
現
状
の
中
で
、
ま
ず

あ
る
程
度
の
箱
数
、
数
量
が
あ

る
方
は
り
ん
ご
ワ
ー
ク
の
工
場

で
搾
汁
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
、

り
ん
ご
ワ
ー
ク
の
プ
ラ
ン
ト
の

規
模
が
大
き
い
の
で
、
最
低
で

も
20
箱
程
度
な
い
と
搾
汁
が
で

き
な
い
。
そ
れ
以
下
の
少
量
の

搾
汁
を
希
望
す
る
方
は
、
今
現

在
の
設
備
の
状
況
、
万
が
一
赤

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
十
分
に
説
明
し
て
か
ら
、

理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
町
の

一
般
搾
汁
工
場
の
ほ
う
で
搾
汁

を
行
っ
て
い
る
。

　
瓶
に
搾
っ
た
も
の
は
褐
変
の

現
象
が
起
き
て
い
な
い
。

　
　
こ
の
件
を
ふ
る
さ
と
セ
ン

　
　
タ
ー
所
長
が
７
月
か
ら
、

町
長
は
夏
頃
に
褐
変
の
事
実
を

知
っ
た
と
確
認
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
い
い
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
２
月
16
日
、
全
員
協
議
会

を
開
催
い
た
だ
い
て
、
私
か
ら

現
状
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
際
、
ま
ず
一
番
最

初
に
褐
変
の
現
象
が
見
ら
れ
た

時
期
を
７
月
、
私
が
そ
の
褐
変

の
事
実
に
つ
い
て
確
認
し
た
の

は
９
月
か
ら
10
月
頃
と
答
弁
し

て
い
る
。

　
　
11
月
17
日
に
所
長
に
電
話

　
　
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
か
か
ら

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

は
聞
い
て
い
な
い
と
回
答
を
受

け
た
が
、
何
か
隠
蔽
の
指
示
で

も
あ
っ
た
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

 

　
　
私
の
解
釈
の
違
い
で
あ

り
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
た
こ
と

は
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
わ
び

し
た
い
。

　
　
今
回
の
褐
変
の
件
で
役
場

　
　
２
階
応
接
室
で
話
合
い
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
瑕
疵
担
保

責
任
に
つ
い
て
の
話
を
非
常
に

大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
い
た

と
聞
い
た
が
事
実
な
の
か
。

　
　（
村
上
副
町
長
）

　
　
工
事
請
負
標
準
約
款
第
40

条
の
瑕
疵
担
保
に
つ
い
て
、
修

補
命
令
も
し
く
は
修
補
と
共
に

損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
申
し
上
げ
た
。

　
　
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
の

　
　
言
い
方
を
受
け
た
と
聞
い

た
の
だ
が
。

　
　（
村
上
副
町
長
）

　
　
町
と
し
て
の
権
利
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

工 藤 　 貢工 藤 　 貢

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
属

　
一
般
職
員
の
今
後
の
業
務

　
及
び
体
制
に
つ
い
て

　
　
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の

　
　
役
職
に
変
更
が
あ
っ
た
と

聞
い
た
が
、ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
現
在
の
業
務
分
掌
と

今
後
の
体
制
に
影
響
が
あ
る
の

か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
こ
れ
ま
で
町
職
員
で
あ
る

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
が
り

ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の
事
務
局

長
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
中
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
の
中
で
、
現
場
を
一
番
知
っ

て
い
る
公
社
職
員
が
事
務
局
長

に
就
い
た
。
今
回
の
人
事
異
動

に
よ
っ
て
特
に
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
板
柳
町
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
業
務
分
掌
規
則
に
「
財

佐 藤 文 俊佐 藤 文 俊

一  般  質  問

５　2021年5月　いたやなぎ町議会だより  

問問問 答答答

答答

問問問問問

問問

答答答答

問 答答

問 問問 答答答

※褐変とは、食品が、調理・加工・保存により褐色になること。

傍聴者名簿に住所、氏名、
年齢を記入していただけ
れば、どなたでも本会議
を傍聴することができま
す。ただし、マスク着用
をお願いします。また、
発熱等の症状がみられる
方はお断りする場合があ
ります。

6 月   7 日 ( 月 )

6 月   9 日 ( 水 )

6 月 10 日 ( 木 )

6 月 11 日 ( 金 )

※開催予定時間はいずれも午前 10 時です。

次の定例会は６月です
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
応

　
に
つ
い
て

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
　
の
現
在
の
状
況
と
今
後
の

対
応
は
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
を

設
置
し
、
事
務
体
制
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
町
内
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
と
多
目
的
ホ
ー

ル
あ
ぷ
る
で
の
集
団
接
種
を

併
用
し
て
実
施
す
る
予
定
と
し

て
お
り
、
ま
た
、
会
場
ま
で
移

動
が
困
難
な
高
齢
者
等
の
方
々

に
は
バ
ス
の
送
迎
も
検
討
し
て

い
る
。

  

　
統
合
小
学
校
の
整
備

　
に
つ
い
て

　
　
子
ど
も
達
の
た
め
に
一
日

　
　
も
早
く
快
適
で
安
全
な
統

合
小
学
校
の
整
備
を
進
め
て
ほ

し
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
シ

ナ
リ
オ
、
構
想
を
描
い
て
い
る

の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

平
成
26
年
の
町
立
小
学
校
適
正

規
模
等
対
策
委
員
会
報
告
を
基

本
的
に
踏
ま
え
て
、
小
学
校
統

合
に
向
け
て
の
基
本
方
針
を
示

し
て
い
る
。
今
後
、
各
小
学
校

ご
と
に
地
域
懇
談
会
を
開
催
し
、

広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検

討
委
員
会
で
さ
ら
に
計
画
の
策

定
あ
る
い
は
教
育
活
動
の
吟
味

等
に
つ
い
て
審
議
を
し
て
い
く
。

　
　
東
小
学
校
は
、
新
年
度
か

　
　
ら
複
式
学
級
が
２
ク
ラ
ス

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
ほ
か

の
小
学
校
と
比
べ
て
子
供
た
ち

に
教
育
格
差
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
現
在
東
小
学
校
で
は
、
複

式
学
級
に
よ
る
学
力
な
ど
の
格

差
が
生
じ
な
い
よ
う
、
支
援
員

を
配
置
し
て
個
別
指
導
を
工
夫

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
頭
先
生
や
教
務
主

任
の
先
生
方
が
、
学
級
を
２
つ

に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の

授
業
を
行
う
工
夫
も
し
て
い
る
。

　
今
後
は
教
育
委
員
会
と
し
て

も
見
守
り
な
が
ら
支
援
し
て
い

き
た
い
。

　
　
一
日
も
早
く
統
合
小
学
校

　
　
を
建
設
し
て
複
式
学
級
を

解
消
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

財
政
的
に
ど
う
な
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
板
柳
中
学
校
の
新
校
舎
を

整
備
し
た
と
き
も
国
の
補
助
金

や
有
利
な
過
疎
債
を
活
用
し
た

こ
と
に
よ
り
町
の
持
ち
出
し
を

極
力
抑
え
て
い
る
。
統
合
小
学

校
の
建
設
に
当
た
っ
て
も
制
度
、

財
源
を
活
用
し
て
、
子
供
た
ち

の
た
め
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

た
い
。

 

　
消
防
団
員
の
確
保
と

　
消
防
防
災
力
の
強
化

　
に
つ
い
て

　
　
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を

　
　
守
る
た
め
に
は
消
防
団
員

の
確
保
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必

要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
板
柳
消
防
署
新
庁
舎
の
完

成
が
間
近
だ
が
、
こ
れ
を
機
に

当
町
の
防
災
力
強
化
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
団
員
の
処
遇
改
善
に
努
め
、

消
防
団
に
入
り
や
す
い
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
消
防
防
災
力
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
３
月
末
に
は
板
柳
消
防

署
新
庁
舎
が
完
成
す
る
。
新
庁

舎
は
、
国
道
３
３
９
号
線
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
移
転
す
る
こ
と
で

多
方
面
へ
の
出
動
が
容
易
に
な

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
機

能
が
強
化
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
新
年
度
に
は
高
規

格
救
急
車
へ
の
車
両
更
新
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
防
災
・

救
急
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
新
し
い
消
防
署
を
拠
点

に
消
防
署
、
消
防
団
、
そ
し
て

町
民
と
の
協
力
体
制
を
築
く
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
消
防
防
災
力

の
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

団
法
人
板
柳
町
産
業
振
興
公
社

り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
に
関
す

る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
が

替
わ
っ
て
も
、
町
予
算
か
ら
り

ん
ご
ワ
ー
ク
に
交
付
金
が
交
付

さ
れ
管
理
運
営
を
委
託
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
業
務
分

掌
へ
の
記
載
は
残
る
も
の
と
考

え
る
。

 
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
一
般

　
搾
汁
ジ
ュ
ー
ス
の
褐
変
に

　
つ
い
て

　
　
一
般
消
費
者
に
対
し
、
り

　
　
ん
ご
ワ
ー
ク
の
販
売
す
る

ジ
ュ
ー
ス
と
混
同
す
る
こ
と
に

よ
る
風
評
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

意
味
で
、
今
後
の
対
策
や
被
害

を
受
け
た
利
用
者
へ
の
賠
償
な

ど
、
再
度
確
認
し
た
い
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
令
和
元
年
度
に
町
の
加
工

場
に
お
い
て
缶
に
搾
汁
し
た
リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
が
数
か
月
後
に

褐
変
す
る
現
象
が
起
き
て
い
る
。

昨
年
か
ら
リ
ン
ゴ
加
工
機
械
の

納
入
業
者
に
対
し
て
原
因
究
明

と
改
善
を
求
め
て
い
る
が
、
現

在
も
は
っ
き
り
と
し
た
原
因
が

特
定
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
納
入
業
者
か
ら
は
様
々
な

対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
後
そ
の
推
移
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
影
響
を
受
け
た
利
用
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
原

因
の
究
明
を
し
っ
か
り
と
行
っ

て
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
何
件
の
方
に
つ
い
て
被
害

　
　
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
今
回
の
褐
変
の
件
で
缶
に

搾
汁
さ
れ
た
方
は
23
名
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
23
名
の
う
ち
何
件
発
見
さ

　
　
れ
た
の
か
、
こ
れ
は
何
年

に
搾
汁
し
た
件
な
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
褐
変
が
起
き
て
い
る

ジ
ュ
ー
ス
は
全
て
令
和
元
年
産

の
リ
ン
ゴ
を
搾
汁
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
褐
変
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
、

程
度
の
差
は
あ
れ
ど
、
ほ
ぼ
大

半
に
褐
変
が
見
ら
れ
た
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　
　
今
現
在
こ
の
ふ
る
さ
と
セ

　
　
ン
タ
ー
の
18
リ
ッ
ト
ル
缶

の
搾
汁
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
今
現
在
も
一
般
生
産
者
か

ら
の
搾
汁
は
行
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
原
因
が
は
っ
き
り
と
し
な

い
と
い
う
現
状
の
中
で
、
ま
ず

あ
る
程
度
の
箱
数
、
数
量
が
あ

る
方
は
り
ん
ご
ワ
ー
ク
の
工
場

で
搾
汁
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
、

り
ん
ご
ワ
ー
ク
の
プ
ラ
ン
ト
の

規
模
が
大
き
い
の
で
、
最
低
で

も
20
箱
程
度
な
い
と
搾
汁
が
で

き
な
い
。
そ
れ
以
下
の
少
量
の

搾
汁
を
希
望
す
る
方
は
、
今
現

在
の
設
備
の
状
況
、
万
が
一
赤

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
十
分
に
説
明
し
て
か
ら
、

理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
町
の

一
般
搾
汁
工
場
の
ほ
う
で
搾
汁

を
行
っ
て
い
る
。

　
瓶
に
搾
っ
た
も
の
は
褐
変
の

現
象
が
起
き
て
い
な
い
。

　
　
こ
の
件
を
ふ
る
さ
と
セ
ン

　
　
タ
ー
所
長
が
７
月
か
ら
、

町
長
は
夏
頃
に
褐
変
の
事
実
を

知
っ
た
と
確
認
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
で
い
い
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
　
２
月
16
日
、
全
員
協
議
会

を
開
催
い
た
だ
い
て
、
私
か
ら

現
状
の
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
際
、
ま
ず
一
番
最

初
に
褐
変
の
現
象
が
見
ら
れ
た

時
期
を
７
月
、
私
が
そ
の
褐
変

の
事
実
に
つ
い
て
確
認
し
た
の

は
９
月
か
ら
10
月
頃
と
答
弁
し

て
い
る
。

　
　
11
月
17
日
に
所
長
に
電
話

　
　
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
か
か
ら

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と

は
聞
い
て
い
な
い
と
回
答
を
受

け
た
が
、
何
か
隠
蔽
の
指
示
で

も
あ
っ
た
の
か
。

　
　（
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
）

 

　
　
私
の
解
釈
の
違
い
で
あ

り
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
た
こ
と

は
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
わ
び

し
た
い
。

　
　
今
回
の
褐
変
の
件
で
役
場

　
　
２
階
応
接
室
で
話
合
い
が

あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
瑕
疵
担
保

責
任
に
つ
い
て
の
話
を
非
常
に

大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
い
た

と
聞
い
た
が
事
実
な
の
か
。

　
　（
村
上
副
町
長
）

　
　
工
事
請
負
標
準
約
款
第
40

条
の
瑕
疵
担
保
に
つ
い
て
、
修

補
命
令
も
し
く
は
修
補
と
共
に

損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
申
し
上
げ
た
。

　
　
恐
怖
心
を
覚
え
る
ほ
ど
の

　
　
言
い
方
を
受
け
た
と
聞
い

た
の
だ
が
。

　
　（
村
上
副
町
長
）

　
　
町
と
し
て
の
権
利
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

工 藤 　 貢工 藤 　 貢

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
属

　
一
般
職
員
の
今
後
の
業
務

　
及
び
体
制
に
つ
い
て

　
　
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の

　
　
役
職
に
変
更
が
あ
っ
た
と

聞
い
た
が
、ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
現
在
の
業
務
分
掌
と

今
後
の
体
制
に
影
響
が
あ
る
の

か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
こ
れ
ま
で
町
職
員
で
あ
る

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
が
り

ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の
事
務
局

長
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が

見
通
せ
な
い
中
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
な
経
営
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現

状
の
中
で
、
現
場
を
一
番
知
っ

て
い
る
公
社
職
員
が
事
務
局
長

に
就
い
た
。
今
回
の
人
事
異
動

に
よ
っ
て
特
に
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
板
柳
町
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー
業
務
分
掌
規
則
に
「
財

佐 藤 文 俊佐 藤 文 俊

一  般  質  問

５　2021年5月　いたやなぎ町議会だより  

問問問 答答答
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問問問問問
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※褐変とは、食品が、調理・加工・保存により褐色になること。

傍聴者名簿に住所、氏名、
年齢を記入していただけ
れば、どなたでも本会議
を傍聴することができま
す。ただし、マスク着用
をお願いします。また、
発熱等の症状がみられる
方はお断りする場合があ
ります。

6 月   7 日 ( 月 )

6 月   9 日 ( 水 )

6 月 10 日 ( 木 )

6 月 11 日 ( 金 )

※開催予定時間はいずれも午前 10 時です。

次の定例会は６月です



　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に

　
つ
い
て

　
　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
を

　
　
ど
の
よ
う
な
思
い
で
編
成

し
た
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
町
民
の
皆
様
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
町
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
向
き
合
い
予
算
編
成
に
臨
ん

で
い
る
。
何
よ
り
も
重
要
視
し

て
い
る
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
対
策
で
あ
る
。
皆
様
が

円
滑
に
接
種
で
き
る
よ
う
に
、

迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
コ
メ
生
産
に
つ
い
て

　
　
り
ん
ご
と
並
ん
で
当
町
一

　
　
次
産
業
の
要
で
あ
る
コ
メ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
戦
略
が

あ
る
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約

化
、
大
規
模
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
高
収
益
作
物
へ
の
作
付

転
換
の
推
進
を
図
る
。
同
時
に
、

当
町
に
適
し
た
水
田
利
活
用
作

物
の
模
索
な
ど
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

　
　
20
年
産
の
コ
メ
に
対
す
る

　
　
実
績
に
関
し
て
、
実
態
に

合
っ
て
い
る
と
お
考
え
か
。

　
　（
小
野
農
業
委
員
会
会
長
）

　
　
米
価
を
考
え
る
と
、
大
豆

も
し
く
は
高
収
益
野
菜
等
の
作

付
を
推
奨
し
て
い
く
の
も
一
つ

と
考
え
る
。

 

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
　
時
期
は
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
て
は
、
町
内
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
多
目
的
ホ
ー
ル
あ

ぷ
る
で
の
集
団
接
種
を
併
用
し

て
、
４
月
以
降
に
開
始
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
小
学
校
統
合
問
題

　
に
つ
い
て

　
　
令
和
３
年
２
月
８
日
に
開

　
　
催
さ
れ
た
町
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
、①
４
校
を
１
校
に

統
合
、②
板
中
隣
接
地
に
建
設
、

③
可
能
な
限
り
早
期
に
開
校
、④

小
学
校
統
合
整
備
検
討
委
員
会

の
設
置
。以
上
の
方
針
が
決
ま
っ

た
と
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
を
決
め

た
時
期
を
伺
う
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
令
和
３
年
１
月
20
日
の
教

育
委
員
会
定
例
会
で
方
針
を
決

め
た
。

　
　
議
会
に
対
す
る
協
議
は
想

　
　
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

基
本
計
画
策
定
後
に
説
明
す
る

予
定
だ
っ
た
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
の
懇
談
会
等
の
意
見
を
集
め
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
検
討
委
員
会

で
検
討
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
９
月
４
日
時
点
で

　
　
は
、
何
も
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
も
の
が
、
令
和
３
年
１

月
20
日
の
教
育
委
員
会
定
例
会

で
は
、
平
成
26
年
３
月
26
日
付

の
適
正
規
模
配
置
検
討
委
員
会

の
一
部
見
直
し
も
含
め
て
進
め

る
と
決
め
て
い
る
。
わ
ず
か
４

か
月
で
何
を
協
議
し
た
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
１
月
20
日
の
教
育
委
員
会

定
例
会
に
て
集
中
し
て
話
合
い
、

方
針
を
決
め
た
。

　
　
平
成
26
年
３
月
以
来
、
７

　
　
年
間
も
放
置
し
て
い
た
も

の
が
急
に
動
き
出
し
、
１
回
、

１
時
間
の
集
中
討
議
で
、
そ
の

後
、
１
回
の
総
合
教
育
会
議
で

方
針
を
決
め
て
い
る
。
町
民
や

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

と
言
う
が
、
議
会
へ
の
意
見
聴

取
や
説
明
な
ど
が
皆
無
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
進
め
方
で
良
い
と

思
う
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
町
民
の
代
表
者
で
あ
る
議

員
、学
校
関
係
者
、地
域
の
方
々
、

保
護
者
等
、
声
を
広
く
集
約
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　
　
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の

　
　
報
告
書
は
、
当
時
の
町
長

の
私
的
諮
問
に
対
す
る
報
告
で

あ
っ
て
、
こ
の
報
告
書
自
体
は

当
町
教
育
行
政
を
補
完
す
る
意

味
の
も
の
で
、
極
端
に
重
く
捉

え
る
必
要
は
な
い
と
私
は
思
っ

て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
議
会

に
は
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、

（
小
中
）
一
貫
か
ら
連
携
と
い
う

ふ
う
に
一
部
見
直
し
が
な
さ
れ

た
が
、
議
会
に
先
に
報
告
し
な

い
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
２
月
８
日
に
総
合
教
育
会

議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
、
早
め

に
議
会
の
方
々
に
報
告
を
と
思

い
、
２
月
16
日
に
教
育
委
員
会

の
方
針
と
い
う
こ
と
で
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
　
統
合
問
題
の
要
因
の
一
つ

　
　
と
し
て
、
４
校
中
３
校
の

経
年
劣
化
に
伴
う
修
繕
、
総
額

５
億
８
，
４
４
１
万
３
，
０
０

０
円
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
修
繕
計
画
は
い
つ
立
て

た
の
か
。

　
　（
對
馬
学
務
課
長
）

　
　
令
和
３
年
度
以
降
の
校
舎

等
の
大
規
模
改
造
を
交
付
金
事

業
で
行
う
に
は
個
別
施
設
計
画

が
前
提
条
件
に
な
る
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
に
作
成
し
た
。

 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

　
に
つ
い
て

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
常

　
　
授
業
に
お
け
る
学
習
ア
イ

テ
ム
と
し
て
利
用
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
は
未
定
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
方
針
に
変
わ
り
な
い

か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
授
業

に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
で
の
実
施
に
つ
い
て
は
ま

だ
未
定
で
あ
る
が
、
学
び
を
保

障
す
る
上
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
導
入
は
必
要
と
な
っ
て
く
る

も
の
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
決
算
額
の
平
均
値
は
、
歳

入
平
均
決
算
額
が
６
，
５
８
８

万
１
５
３
円
、
歳
出
の
平
均
決

算
額
が
１
億
８
，
２
１
７
万
６
，

９
６
８
円
で
あ
る
。
歳
出
か
ら

歳
入
を
差
し
引
い
た
決
算
額
の

５
か
年
の
平
均
は
１
億
１
，
６

２
９
万
６
，
８
１
５
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
既
に
指
定
管
理
し
て
い
る

　
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
の
指
定
管
理
料
は
い
く
ら

か
。

　
　（
八
木
橋
企
画
財
政
課
長
）

　
　
令
和
３
年
度
予
算
案
で
い

く
と
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
は

３
６
３
万
円
、
公
民
館
は
１
，

１
５
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
公

　
　
民
館
の
修
繕
費
の
基
準
は

設
け
て
あ
る
の
か
。

　
　（
八
木
橋
企
画
財
政
課
長
）

　
　
双
方
と
も
受
託
者
と
協
議

し
て
行
っ
て
い
る
。
施
設
自
体

は
町
の
も
の
な
の
で
、
令
和
３

年
度
で
も
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

の
屋
根
塗
装
工
事
、
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
を
町
の
予
算
で
対
処

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

　
　
指
定
管
理
者
制
度
等
を
導

　
　
入
し
た
場
合
の
期
待
出
来

う
る
メ
リ
ッ
ト
、及
び
デ
メ
リ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
町

職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
な
く

な
り
人
件
費
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
町
の
歳
入

に
入
っ
て
い
た
施
設
の
売
上
げ

も
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は
自

分
た
ち
の
収
入
と
な
る
た
め
、

経
営
に
対
す
る
意
欲
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
新

た
に
指
定
管
理
料
が
発
生
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
町
職
員
の
人

件
費
が
不
要
と
な
る
た
め
、
実

質
的
な
管
理
料
は
下
が
る
。

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
町

を
代
表
す
る
観
光
施
設
と
し
て
、

単
に
施
設
収
入
の
み
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
町
の

Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
業
の
振
興
、
体

験
農
業
の
推
進
な
ど
多
く
の
目

的
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
は
指
定
管
理
料

の
支
出
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、

町
に
と
っ
て
は
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
り
ん
ご
の
ま
ち
板
柳
に
と

　
　
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
、
ま
た
農
家
の
所
得
の

向
上
や
町
民
の
憩
い
の
場
、
健

康
増
進
の
場
で
あ
る
。
建
物
に

あ
る
程
度
の
お
金
が
か
か
っ
て

も
指
定
管
理
制
度
を
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
民
間
の
活
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
た
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
ど
う
い
っ
た
方
法
が

い
い
の
か
、
先
進
事
例
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
民
間
の
考
え
方
を
導
入
し

　
　
て
改
善
し
て
い
け
ば
、
必

ず
売
上
げ
の
増
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
の
話
だ
が
、
年
度
途

中
で
も
予
算
の
組
替
え
、
条
例
、

規
則
の
整
備
を
し
て
指
定
管
理

者
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
何

か
し
ら
の
改
善
を
加
え
て
い
く

時
期
が
来
た
の
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
手
法
と
し
て
指

定
管
理
者
制
度
も
そ
の
一
つ
だ

と
思
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
に
合
う
よ
う
な
公

設
民
営
化
を
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
頂
き

た
い
。

 

　
　
１
月
１
日
付
け
で
、
ふ
る

　
　
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
が
一

般
財
団
法
人
板
柳
町
産
業
振
興

公
社
の
事
務
局
長
併
任
を
解
か

れ
、
公
社
職
員
が
管
理
職
で
あ

る
事
務
局
長
と
な
っ
て
い
る
が
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
や
業
績
向
上
の
意
味
で
も
、

公
社
職
員
が
常
勤
の
専
務
理
事
・

常
務
理
事
と
な
り
得
る
事
も
可

能
で
は
な
い
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の

組
織
運
営
体
制
に
関
わ
る
こ
と

な
の
で
町
長
の
立
場
で
申
し
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今

回
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の
事

務
局
長
に
生
え
抜
き
の
公
社
職

員
が
就
か
れ
た
こ
と
は
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、

企
業
の
活
性
化
、
あ
る
い
は
業

績
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
施
設
の

　
指
定
管
理
者
制
度
等
を
活
用

　
し
た
運
営
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
施
設
運
営
の
一
部
が
町
公  

　
　
社
に
委
託
さ
れ
て
30
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。
施
設
全
体

に
、
指
定
管
理
者
制
度
等
を
導

入
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と

考
え
る
が
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用

し
、
施
設
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果

的
、
効
率
的
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
、
町
に
と
っ
て
も
経
費

の
削
減
等
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。 

 

　
　
町
一
般
会
計
予
算
及
び
決

　
　
算
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
施
設
に
か
か

る
歳
入
、
歳
出
の
過
去
５
年
間

分
の
経
費
に
つ
い
て
対
比
の
推

移
と
そ
の
平
均
値
を
伺
う
。
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答 答 答
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令
和
３
年
度
当
初
予
算
に

　
つ
い
て

　
　
令
和
３
年
度
当
初
予
算
を

　
　
ど
の
よ
う
な
思
い
で
編
成

し
た
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
町
民
の
皆
様
の
健
康
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
町
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
向
き
合
い
予
算
編
成
に
臨
ん

で
い
る
。
何
よ
り
も
重
要
視
し

て
い
る
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
対
策
で
あ
る
。
皆
様
が

円
滑
に
接
種
で
き
る
よ
う
に
、

迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
コ
メ
生
産
に
つ
い
て

　
　
り
ん
ご
と
並
ん
で
当
町
一

　
　
次
産
業
の
要
で
あ
る
コ
メ

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
戦
略
が

あ
る
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
約

化
、
大
規
模
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
高
収
益
作
物
へ
の
作
付

転
換
の
推
進
を
図
る
。
同
時
に
、

当
町
に
適
し
た
水
田
利
活
用
作

物
の
模
索
な
ど
、
調
査
研
究
を

進
め
て
い
く
。

　
　
20
年
産
の
コ
メ
に
対
す
る

　
　
実
績
に
関
し
て
、
実
態
に

合
っ
て
い
る
と
お
考
え
か
。

　
　（
小
野
農
業
委
員
会
会
長
）

　
　
米
価
を
考
え
る
と
、
大
豆

も
し
く
は
高
収
益
野
菜
等
の
作

付
を
推
奨
し
て
い
く
の
も
一
つ

と
考
え
る
。

 

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
　
時
期
は
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
て
は
、
町
内
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
と
多
目
的
ホ
ー
ル
あ

ぷ
る
で
の
集
団
接
種
を
併
用
し

て
、
４
月
以
降
に
開
始
す
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
小
学
校
統
合
問
題

　
に
つ
い
て

　
　
令
和
３
年
２
月
８
日
に
開

　
　
催
さ
れ
た
町
総
合
教
育
会

議
に
お
い
て
、①
４
校
を
１
校
に

統
合
、②
板
中
隣
接
地
に
建
設
、

③
可
能
な
限
り
早
期
に
開
校
、④

小
学
校
統
合
整
備
検
討
委
員
会

の
設
置
。以
上
の
方
針
が
決
ま
っ

た
と
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
を
決
め

た
時
期
を
伺
う
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
令
和
３
年
１
月
20
日
の
教

育
委
員
会
定
例
会
で
方
針
を
決

め
た
。

　
　
議
会
に
対
す
る
協
議
は
想

　
　
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

基
本
計
画
策
定
後
に
説
明
す
る

予
定
だ
っ
た
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
の
懇
談
会
等
の
意
見
を
集
め
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
検
討
委
員
会

で
検
討
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
昨
年
の
９
月
４
日
時
点
で

　
　
は
、
何
も
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
も
の
が
、
令
和
３
年
１

月
20
日
の
教
育
委
員
会
定
例
会

で
は
、
平
成
26
年
３
月
26
日
付

の
適
正
規
模
配
置
検
討
委
員
会

の
一
部
見
直
し
も
含
め
て
進
め

る
と
決
め
て
い
る
。
わ
ず
か
４

か
月
で
何
を
協
議
し
た
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
１
月
20
日
の
教
育
委
員
会

定
例
会
に
て
集
中
し
て
話
合
い
、

方
針
を
決
め
た
。

　
　
平
成
26
年
３
月
以
来
、
７

　
　
年
間
も
放
置
し
て
い
た
も

の
が
急
に
動
き
出
し
、
１
回
、

１
時
間
の
集
中
討
議
で
、
そ
の

後
、
１
回
の
総
合
教
育
会
議
で

方
針
を
決
め
て
い
る
。
町
民
や

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

と
言
う
が
、
議
会
へ
の
意
見
聴

取
や
説
明
な
ど
が
皆
無
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
進
め
方
で
良
い
と

思
う
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
町
民
の
代
表
者
で
あ
る
議

員
、学
校
関
係
者
、地
域
の
方
々
、

保
護
者
等
、
声
を
広
く
集
約
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　
　
適
正
配
置
検
討
委
員
会
の

　
　
報
告
書
は
、
当
時
の
町
長

の
私
的
諮
問
に
対
す
る
報
告
で

あ
っ
て
、
こ
の
報
告
書
自
体
は

当
町
教
育
行
政
を
補
完
す
る
意

味
の
も
の
で
、
極
端
に
重
く
捉

え
る
必
要
は
な
い
と
私
は
思
っ

て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
議
会

に
は
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、

（
小
中
）
一
貫
か
ら
連
携
と
い
う

ふ
う
に
一
部
見
直
し
が
な
さ
れ

た
が
、
議
会
に
先
に
報
告
し
な

い
の
か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
２
月
８
日
に
総
合
教
育
会

議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
、
早
め

に
議
会
の
方
々
に
報
告
を
と
思

い
、
２
月
16
日
に
教
育
委
員
会

の
方
針
と
い
う
こ
と
で
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
　
統
合
問
題
の
要
因
の
一
つ

　
　
と
し
て
、
４
校
中
３
校
の

経
年
劣
化
に
伴
う
修
繕
、
総
額

５
億
８
，
４
４
１
万
３
，
０
０

０
円
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
修
繕
計
画
は
い
つ
立
て

た
の
か
。

　
　（
對
馬
学
務
課
長
）

　
　
令
和
３
年
度
以
降
の
校
舎

等
の
大
規
模
改
造
を
交
付
金
事

業
で
行
う
に
は
個
別
施
設
計
画

が
前
提
条
件
に
な
る
こ
と
か
ら
、

令
和
元
年
に
作
成
し
た
。

 

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

　
に
つ
い
て

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
常

　
　
授
業
に
お
け
る
学
習
ア
イ

テ
ム
と
し
て
利
用
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
は
未
定
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
方
針
に
変
わ
り
な
い

か
。

　
　（
永
澤
教
育
長
）

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
授
業

に
お
い
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
で
の
実
施
に
つ
い
て
は
ま

だ
未
定
で
あ
る
が
、
学
び
を
保

障
す
る
上
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
導
入
は
必
要
と
な
っ
て
く
る

も
の
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
決
算
額
の
平
均
値
は
、
歳

入
平
均
決
算
額
が
６
，
５
８
８

万
１
５
３
円
、
歳
出
の
平
均
決

算
額
が
１
億
８
，
２
１
７
万
６
，

９
６
８
円
で
あ
る
。
歳
出
か
ら

歳
入
を
差
し
引
い
た
決
算
額
の

５
か
年
の
平
均
は
１
億
１
，
６

２
９
万
６
，
８
１
５
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
既
に
指
定
管
理
し
て
い
る

　
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
の
指
定
管
理
料
は
い
く
ら

か
。

　
　（
八
木
橋
企
画
財
政
課
長
）

　
　
令
和
３
年
度
予
算
案
で
い

く
と
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
は

３
６
３
万
円
、
公
民
館
は
１
，

１
５
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
公

　
　
民
館
の
修
繕
費
の
基
準
は

設
け
て
あ
る
の
か
。

　
　（
八
木
橋
企
画
財
政
課
長
）

　
　
双
方
と
も
受
託
者
と
協
議

し
て
行
っ
て
い
る
。
施
設
自
体

は
町
の
も
の
な
の
で
、
令
和
３

年
度
で
も
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

の
屋
根
塗
装
工
事
、
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
を
町
の
予
算
で
対
処

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 

　
　
指
定
管
理
者
制
度
等
を
導

　
　
入
し
た
場
合
の
期
待
出
来

う
る
メ
リ
ッ
ト
、及
び
デ
メ
リ
ッ

ト
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
町

職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
な
く

な
り
人
件
費
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
町
の
歳
入

に
入
っ
て
い
た
施
設
の
売
上
げ

も
、
指
定
管
理
者
制
度
で
は
自

分
た
ち
の
収
入
と
な
る
た
め
、

経
営
に
対
す
る
意
欲
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
新

た
に
指
定
管
理
料
が
発
生
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
町
職
員
の
人

件
費
が
不
要
と
な
る
た
め
、
実

質
的
な
管
理
料
は
下
が
る
。

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
町

を
代
表
す
る
観
光
施
設
と
し
て
、

単
に
施
設
収
入
の
み
を
目
的
と

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
町
の

Ｐ
Ｒ
や
地
場
産
業
の
振
興
、
体

験
農
業
の
推
進
な
ど
多
く
の
目

的
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
目
的

達
成
の
た
め
に
は
指
定
管
理
料

の
支
出
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、

町
に
と
っ
て
は
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
り
ん
ご
の
ま
ち
板
柳
に
と

　
　
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
、
ま
た
農
家
の
所
得
の

向
上
や
町
民
の
憩
い
の
場
、
健

康
増
進
の
場
で
あ
る
。
建
物
に

あ
る
程
度
の
お
金
が
か
か
っ
て

も
指
定
管
理
制
度
を
や
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
民
間
の
活
力
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
た
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

た
め
に
は
ど
う
い
っ
た
方
法
が

い
い
の
か
、
先
進
事
例
な
ど
を

調
査
研
究
し
て
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
民
間
の
考
え
方
を
導
入
し

　
　
て
改
善
し
て
い
け
ば
、
必

ず
売
上
げ
の
増
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
の
話
だ
が
、
年
度
途

中
で
も
予
算
の
組
替
え
、
条
例
、

規
則
の
整
備
を
し
て
指
定
管
理

者
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
も

可
能
で
は
な
い
の
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
何

か
し
ら
の
改
善
を
加
え
て
い
く

時
期
が
来
た
の
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
手
法
と
し
て
指

定
管
理
者
制
度
も
そ
の
一
つ
だ

と
思
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
に
合
う
よ
う
な
公

設
民
営
化
を
進
め
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
時
間
を
頂
き

た
い
。

 

　
　
１
月
１
日
付
け
で
、
ふ
る

　
　
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長
が
一

般
財
団
法
人
板
柳
町
産
業
振
興

公
社
の
事
務
局
長
併
任
を
解
か

れ
、
公
社
職
員
が
管
理
職
で
あ

る
事
務
局
長
と
な
っ
て
い
る
が
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
や
業
績
向
上
の
意
味
で
も
、

公
社
職
員
が
常
勤
の
専
務
理
事
・

常
務
理
事
と
な
り
得
る
事
も
可

能
で
は
な
い
か
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の

組
織
運
営
体
制
に
関
わ
る
こ
と

な
の
で
町
長
の
立
場
で
申
し
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今

回
り
ん
ご
ワ
ー
ク
研
究
所
の
事

務
局
長
に
生
え
抜
き
の
公
社
職

員
が
就
か
れ
た
こ
と
は
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、

企
業
の
活
性
化
、
あ
る
い
は
業

績
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
施
設
の

　
指
定
管
理
者
制
度
等
を
活
用

　
し
た
運
営
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
施
設
運
営
の
一
部
が
町
公  

　
　
社
に
委
託
さ
れ
て
30
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。
施
設
全
体

に
、
指
定
管
理
者
制
度
等
を
導

入
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と

考
え
る
が
。

　
　（
成
田
町
長
）

　
　
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用

し
、
施
設
運
営
に
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果

的
、
効
率
的
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
、
町
に
と
っ
て
も
経
費

の
削
減
等
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。 

 

　
　
町
一
般
会
計
予
算
及
び
決

　
　
算
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
施
設
に
か
か

る
歳
入
、
歳
出
の
過
去
５
年
間

分
の
経
費
に
つ
い
て
対
比
の
推

移
と
そ
の
平
均
値
を
伺
う
。

問問問 問問問答答答 答 答

答 答 答

問 問問問

問問 問問

答 答答答

問 問答答 答答

問 問問答 答答
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◎
新
年
度
予
算
全
体

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　一
般
会
計
当
初
予
算
で
、
見

直
し
、拡
充
し
た
主
な
事
業
は
。

▲
八
木
橋
企
画
財
政
課
長

　高
校
生
を
対
象
に
加
え
た
子

ど
も
医
療
費
給
付
金
や
、
第
一

子
も
対
象
と
し
た
、
す
こ
や
か

出
生
祝
金
な
ど
が
あ
る
。
見
直

し
し
た
も
の
は
、
選
択
肢
が
増

え
た
高
齢
者
の
入
浴
券
な
ど
が

あ
る
。

◎
町
史
編
さ
ん

■
質
問

　長
内
良
蔵
委
員

　町
史
編
さ
ん
事
業
は
ど
れ
ぐ

ら
い
の
規
模
、
期
間
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

▲
成
田
町
長

　３
年
半
位
で
計
画
し
て
い

る
。
例
え
ば
写
真
を
多
く
使

い
、
誰
も
が
読
み
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
町
史
を
目
標
に
し

て
い
る
。

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　町
史
制
作
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。

▲
成
田
町
長

　３
か
年
事
業
で
総
額
２
，
８

４
０
万
円
ほ
ど
制
作
費
用
を
組

ん
で
い
る
。
毎
年
平
均
し
て
８

８
０
万
円
ほ
ど
予
算
化
し
て
い

る
。
委
託
業
者
と
も
一
緒
に
資

料
の
収
集
を
し
て
い
き
、
最
後

に
は
執
筆
し
て
製
本
す
る
。
そ

う
い
っ
た
資
料
集
め
の
段
階
か

ら
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
進
め
て
い
き
た
い
。

◎
り
ん
ご
ワ
ー
ク
交
付
金

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
費
の
、

公
社
へ
の
交
付
金
が
昨
年
よ
り

増
え
て
い
る
が
。

▲
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長

　臨
時
職
員
の
雇
用
形
態
の
変

更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◎
会
計
年
度
任
用
職
員

■
質
問

　佐
藤
文
俊
委
員

　会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務

が
４
時
ま
で
に
な
っ
た
と
聞
い

た
が
。

▲
大
井
総
務
課
長

　会
計
年
度
任
用
職
員
は
７
時

間
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ル

タ
イ
ム
に
し
た
場
合
に
は
退
職

手
当
等
が
発
生
す
る
。

◎
小
学
校
統
合

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　去
年
の
９
月
の
一
般
質
問
で

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は

全
く
未
定
だ
と
話
し
て
い
た

が
、
こ
こ
ま
で
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
学
務
課
長
が
提
案

し
て
い
る
。
誰
と
こ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
た
の
か
。

▲
對
馬
学
務
課
長

　学
務
課
内
で
決
め
た
も
の
を

教
育
委
員
の
方
々
に
審
議
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　建
設
場
所
は
板
柳
中
学
校
の

敷
地
が
望
ま
し
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
議
会
で
評
価
、
議
論
し

た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
話
し
し

た
こ
と
も
な
い
が
。

▲
對
馬
学
務
課
長

　あ
く
ま
で
も
教
育
委
員
会
の

意
向
と
し
て
、
そ
の
場
所
が
適

切
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

話
し
て
い
る
。

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　最
低
40
億
す
る
投
資
を
し
な

け
れ
ば
駄
目
な
の
に
、
こ
こ
ま

で
具
体
的
な
基
本
構
想
ど
こ
ろ

で
は
な
い
基
本
計
画
の
骨
子

を
、
こ
れ
ほ
ど
短
時
間
に
決
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
が
何

か
あ
る
の
か
。

▲
永
澤
教
育
長

　あ
く
ま
で
も
論
議
を
進
め
て

い
く
上
で
の
た
た
き
台
と
し
て

こ
の
方
針
、
構
想
と
い
う
も
の

を
考
え
た
。

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　複
式
学
級
の
解
消
で
あ
れ

ば
、
い
き
な
り
新
築
の
話
が
出

て
く
る
の
は
お
か
し
い
。
３
つ

の
小
学
校
を
改
修
し
て
使
お
う

と
し
て
も
５
億
８
，
０
０
０
万

ぐ
ら
い
と
聞
い
て
い
る
。
例
え

ば
一
つ
の
小
学
校
に
全
部
集
め

て
改
修
す
れ
ば
、当
然
５
億
８
，

０
０
０
万
も
か
か
ら
な
い
。

　
町
と
は
財
政
面
に
つ
い
て
は

一
切
話
を
し
て
い
な
い
の
に
、

な
ぜ
そ
の
新
築
の
話
が
出
て
く

る
の
か
。

▲
永
澤
教
育
長

　教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
基

本
構
想
の
中
に
小
中
連
携
教
育

の
推
進
が
あ
る
。
必
ず
し
も
密

着
し
た
形
で
校
舎
が
な
く
て
も

可
能
だ
が
、
望
ま
し
く
は
近
く

に
あ
っ
た
ほ
う
が
連
携
は
取
り

や
す
い
。
即
座
に
連
携
体
制
が

取
れ
る
ほ
う
が
よ
り
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
教
育
環

境
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
新
築

と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

◎
長
期
振
興
計
画

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　振
興
計
画
は
全
く
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
議
論
が
進
ん
だ
の
か
。

▲
八
木
橋
企
画
財
政
課
長

　各
課
に
第
５
次
の
計
画
の
評

価
を
し
て
も
ら
い
、
今
ま
で
お

こ
な
っ
て
き
た
こ
と
を
土
台
と

し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

◎
す
こ
や
か
出
生
祝
金

■
質
問

　濱
名
康
治
副
委
員
長

　３
人
目
を
産
ん
で
く
れ
る
方

は
貴
重
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
削

減
し
た
の
か
。

▲
成
田
町
長

　こ
れ
ま
で
は
第
１
子
は
該
当

に
な
ら
ず
、第
２
子
が
５
万
円
、

第
３
子
が
10
万
円
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
今
回
は
一
律
５
万

円
と
し
た
。

■
質
問

　濱
名
康
治
副
委
員
長

　再
度
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

▲
成
田
町
長

　今
後
さ
ら
に
良
い
制
度
に
し

て
い
く
た
め
に
も
検
討
、
改
善

し
て
い
き
た
い
。

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　次
の
６
月
定
例
会
ぐ
ら
い
ま

で
に
す
こ
や
か
出
生
祝
金
の

予
算
の
組
み
替
え
は
考
え
な

い
か
。

▲
成
田
町
長

　人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し

て
子
育
て
支
援
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
第
１
子
・
第
２
子
５

万
円
、
第
３
子
10
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
第
２
子
７

万
円
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

◎
女
性
の
登
用
率

■
質
問

　三
戸
玲
子
委
員

　我
が
町
の
女
性
の
各
種
委
員

の
登
用
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

▲
工
藤
生
涯
学
習
課
長

　
生
涯
学
習
課
関
連
は
３
３
．

３
％
、
学
務
課
関
連
は
２
８
．

６
％
で
あ
る
。

◎
商
工
費

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　商
工
費
の
５
，３
３
５
万
８
，

０
０
０
円
、
構
成
比
は
全
体
の

０
．
８
５
％
で
１
％
に
も
満
た

な
い
。
商
工
関
係
者
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
前

回
同
様
維
持
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
も
聞
か
れ
る
が
。

▲
成
田
町
長

　予
算
額
全
体
か
ら
見
る
と
商

工
費
は
少
な
い
か
も
分
か
ら
な

い
が
、
た
だ
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ

対
策
で
い
ろ
ん
な
商
工
業
振
興

の
た
め
の
経
済
対
策
費
用
を
盛

り
込
ん
だ
。
令
和
３
年
度
に
お

い
て
も
商
店
街
の
振
興
策
に
努

め
て
い
き
た
い
。

◎
健
診

■
質
問

　佐
藤
洋
治
委
員

　ど
ん
な
病
気
で
も
初
期
に
見

つ
か
れ
ば
生
存
率
は
か
な
り
高

い
。
健
診
料
の
無
料
化
を
考
え

て
も
い
い
の
で
は
。

▲
成
田
町
長

　手
数
料
を
無
料
に
し
た
か
ら

と
い
っ
て
健
診
率
が
高
ま
る
と

い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
な

い
。
健
診
に
向
け
て
の
い
ろ
ん

な
施
策
、
啓
発
活
動
で
考
え
て

い
た
。

◎
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り
条
例
制

定
の
ま
ち

■
質
問

　佐
藤
文
俊
委
員

　７
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、「
り

ん
ご
ま
る
か
じ
り
条
例
制
定
の

ま
ち
」と
い
う
看
板
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
今
の
町
長
に
な
っ
て

か
ら
、「
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り

条
例
制
定
の
ま
ち
」
と
い
う
言

葉
が
だ
ん
だ
ん
板
柳
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
て
い
る
が
。

▲
成
田
町
長

　平
成
14
年
12
月
、
ま
る
か
じ

り
条
例
を
制
定
し
て
、
町
全
体

で
安
全
・
安
心
な
り
ん
ご
の

取
組
と
い
う
こ
と
で
進
め
て

い
る
。

　
町
勢
要
覧
や
役
場
内
に
あ
る

看
板
に
も
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り

条
例
制
定
の
ま
ち
と
い
う
ふ
う

に
明
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
り
ん
ご
産
業
に
と
っ

て
大
変
大
事
な
危
機
を
乗
り
越

え
て
き
た
と
い
う
こ
と
の
証
で

あ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
ま
た

い
ろ
ん
な
面
で
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　今
年
度
中
に
設
計
を
行
っ
て

も
完
成
は
来
年
度
。
で
き
る
だ

け
早
期
完
成
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
話
だ
っ
た
が

現
状
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

の
か
。

▲
八
木
橋
企
画
財
政
課
長

　７
月
以
降
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
止
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
あ
る
。
説
明
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
は
か
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
な
ど
で
止
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
に
つ
い
て

は
過
疎
債
を
適
用
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
の
分

は
も
う
適
用
で
き
な
い
と
い
う

状
況
に
な
っ
た
の
で
、
今
回
改

め
て
３
年
度
の
予
算
に
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　早
く
完
成
さ
せ
、
町
民
の

方
々
に
使
っ
て
い
た
だ
く
、
そ

う
い
う
施
設
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
何
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
な

く
て
理
解
を
求
め
て
い
き
た

い
と
、
こ
れ
は
矛
盾
し
て
い
な

い
か
。

▲
成
田
町
長

　コ
ロ
ナ
対
策
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
、
確
か
に
議
員
へ

の
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
こ
れ
は
率
直
に
認
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　
こ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
と

い
う
の
は
、
町
民
に
と
っ
て
は

交
流
の
場
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
施
設
で
あ
る
の
で
、
早
く

完
成
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
災
害
備
蓄

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　防
災
対
策
、
い
わ
ゆ
る
災
害

が
あ
っ
た
と
き
の
備
蓄
の
関
係

に
つ
い
て
、
新
年
度
で
加
え
る

部
分
は
あ
る
の
か
。

▲
大
井
総
務
課
長

　毎
年
、
備
蓄
用
の
毛
布
や
災

害
時
に
必
要
な
も
の
を
消
耗
品

の
予
算
の
範
囲
内
で
購
入
し
て

い
る
。
飲
料
水
が
な
い
の
で
、

毎
年
少
し
ず
つ
準
備
し
て
い
き

た
い
。

◎
青
柳
館
大
浴
場

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　今
の
青
柳
館
の
脱
衣
所
が
非

常
に
狭
い
。
例
え
ば
あ
そ
こ
に

あ
る
棚
の
場
所
を
窓
側
に
横
に

し
て
移
設
す
る
な
ど
工
夫
で
き

な
い
か
。

▲
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長

　限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で

の
棚
の
配
置
を
現
在
検
討
し
て

い
る
。
重
ね
て
、
脱
衣
所
そ
の

も
の
を
広
く
で
き
な
い
か
も
含

め
て
い
ろ
い
ろ
調
査
を
し
て
い

る
。

総括質疑総括質疑
予算特別委員会予算特別委員会

　令和３年度の各会計予算を審議するため、議員全
員で構成する予算特別委員会（委員長・成田陽光議
員／副委員長・濱名康治議員）を設置し、３月８日・
９日の２日間にわたり詳細に審議しました。数多く
の質疑がありましたが、その一部を紹介します。
   ※令和 3 年度各会計予算の詳細に
      ついては、広報いたやなぎ４月号
      に掲載されています。

2021年5月　いたやなぎ町議会だより   ８９　2021年5月　いたやなぎ町議会だより  

　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　議　案

佐
藤
洋
治

工
藤

貢

濱
名
康
治

佐
藤
文
俊

鈴
木
清
孝

松
森
俊
逸

今

浩
一

葛
西
幸
男

長
内
良
蔵

成
田

肇

三
戸
玲
子

結
果

議案第73号　令和３年度板柳町一般会計予算に対する修正動議（下記のとおり） × × × × × ○ × × × × × 賛成1人  否決

議案第73号　令和３年度板柳町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × ○ 賛成6人  可決

○賛否の分かれた予算案　◆予算特別委員会（令和３年３月９日）

○：賛成　×：反対　欠：欠席　※委員長（成田陽光）は採決に加わらない。
議案第 73 号　令和３年度板柳町一般会計予算に対する修正動議の内容（発議者：松森俊逸委員）
　ふるさとセンター関連予算の、ホームページ構築委託料、既存案内看板デザイン更新委託料、子供用遊具設置工事、イ
ルミネーション設置・解体工事の各事業は、全体計画が固まってから整備すべきものと考え、修正を提案いたします。なお、
この事業に関して無駄だとか、必要ないのだとかという思いは毛頭ございません。提案、執行する時期をもう少し考えて
いただきたい、そういう思いで提案いたします。なお、今はコロナ禍で疲弊した商工個人事業主やコロナ後を見据えた町
経済を下支えするために予算を重点配分すべき時期だと、私は確信しております。



◎
新
年
度
予
算
全
体

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　一
般
会
計
当
初
予
算
で
、
見

直
し
、拡
充
し
た
主
な
事
業
は
。

▲
八
木
橋
企
画
財
政
課
長

　高
校
生
を
対
象
に
加
え
た
子

ど
も
医
療
費
給
付
金
や
、
第
一

子
も
対
象
と
し
た
、
す
こ
や
か

出
生
祝
金
な
ど
が
あ
る
。
見
直

し
し
た
も
の
は
、
選
択
肢
が
増

え
た
高
齢
者
の
入
浴
券
な
ど
が

あ
る
。

◎
町
史
編
さ
ん

■
質
問

　長
内
良
蔵
委
員

　町
史
編
さ
ん
事
業
は
ど
れ
ぐ

ら
い
の
規
模
、
期
間
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

▲
成
田
町
長

　３
年
半
位
で
計
画
し
て
い

る
。
例
え
ば
写
真
を
多
く
使

い
、
誰
も
が
読
み
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
町
史
を
目
標
に
し

て
い
る
。

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　町
史
制
作
業
務
委
託
料
の
内

容
は
。

▲
成
田
町
長

　３
か
年
事
業
で
総
額
２
，
８

４
０
万
円
ほ
ど
制
作
費
用
を
組

ん
で
い
る
。
毎
年
平
均
し
て
８

８
０
万
円
ほ
ど
予
算
化
し
て
い

る
。
委
託
業
者
と
も
一
緒
に
資

料
の
収
集
を
し
て
い
き
、
最
後

に
は
執
筆
し
て
製
本
す
る
。
そ

う
い
っ
た
資
料
集
め
の
段
階
か

ら
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
進
め
て
い
き
た
い
。

◎
り
ん
ご
ワ
ー
ク
交
付
金

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
費
の
、

公
社
へ
の
交
付
金
が
昨
年
よ
り

増
え
て
い
る
が
。

▲
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長

　臨
時
職
員
の
雇
用
形
態
の
変

更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◎
会
計
年
度
任
用
職
員

■
質
問

　佐
藤
文
俊
委
員

　会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務

が
４
時
ま
で
に
な
っ
た
と
聞
い

た
が
。

▲
大
井
総
務
課
長

　会
計
年
度
任
用
職
員
は
７
時

間
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ル

タ
イ
ム
に
し
た
場
合
に
は
退
職

手
当
等
が
発
生
す
る
。

◎
小
学
校
統
合

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　去
年
の
９
月
の
一
般
質
問
で

は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は

全
く
未
定
だ
と
話
し
て
い
た

が
、
こ
こ
ま
で
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
学
務
課
長
が
提
案

し
て
い
る
。
誰
と
こ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
た
の
か
。

▲
對
馬
学
務
課
長

　学
務
課
内
で
決
め
た
も
の
を

教
育
委
員
の
方
々
に
審
議
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　建
設
場
所
は
板
柳
中
学
校
の

敷
地
が
望
ま
し
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
議
会
で
評
価
、
議
論
し

た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
話
し
し

た
こ
と
も
な
い
が
。

▲
對
馬
学
務
課
長

　あ
く
ま
で
も
教
育
委
員
会
の

意
向
と
し
て
、
そ
の
場
所
が
適

切
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

話
し
て
い
る
。

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　最
低
40
億
す
る
投
資
を
し
な

け
れ
ば
駄
目
な
の
に
、
こ
こ
ま

で
具
体
的
な
基
本
構
想
ど
こ
ろ

で
は
な
い
基
本
計
画
の
骨
子

を
、
こ
れ
ほ
ど
短
時
間
に
決
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
が
何

か
あ
る
の
か
。

▲
永
澤
教
育
長

　あ
く
ま
で
も
論
議
を
進
め
て

い
く
上
で
の
た
た
き
台
と
し
て

こ
の
方
針
、
構
想
と
い
う
も
の

を
考
え
た
。

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　複
式
学
級
の
解
消
で
あ
れ

ば
、
い
き
な
り
新
築
の
話
が
出

て
く
る
の
は
お
か
し
い
。
３
つ

の
小
学
校
を
改
修
し
て
使
お
う

と
し
て
も
５
億
８
，
０
０
０
万

ぐ
ら
い
と
聞
い
て
い
る
。
例
え

ば
一
つ
の
小
学
校
に
全
部
集
め

て
改
修
す
れ
ば
、当
然
５
億
８
，

０
０
０
万
も
か
か
ら
な
い
。

　
町
と
は
財
政
面
に
つ
い
て
は

一
切
話
を
し
て
い
な
い
の
に
、

な
ぜ
そ
の
新
築
の
話
が
出
て
く

る
の
か
。

▲
永
澤
教
育
長

　教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
基

本
構
想
の
中
に
小
中
連
携
教
育

の
推
進
が
あ
る
。
必
ず
し
も
密

着
し
た
形
で
校
舎
が
な
く
て
も

可
能
だ
が
、
望
ま
し
く
は
近
く

に
あ
っ
た
ほ
う
が
連
携
は
取
り

や
す
い
。
即
座
に
連
携
体
制
が

取
れ
る
ほ
う
が
よ
り
子
供
た
ち

に
と
っ
て
は
望
ま
し
い
教
育
環

境
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
新
築

と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

◎
長
期
振
興
計
画

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　振
興
計
画
は
全
く
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
議
論
が
進
ん
だ
の
か
。

▲
八
木
橋
企
画
財
政
課
長

　各
課
に
第
５
次
の
計
画
の
評

価
を
し
て
も
ら
い
、
今
ま
で
お

こ
な
っ
て
き
た
こ
と
を
土
台
と

し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

◎
す
こ
や
か
出
生
祝
金

■
質
問

　濱
名
康
治
副
委
員
長

　３
人
目
を
産
ん
で
く
れ
る
方

は
貴
重
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
削

減
し
た
の
か
。

▲
成
田
町
長

　こ
れ
ま
で
は
第
１
子
は
該
当

に
な
ら
ず
、第
２
子
が
５
万
円
、

第
３
子
が
10
万
円
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
今
回
は
一
律
５
万

円
と
し
た
。

■
質
問

　濱
名
康
治
副
委
員
長

　再
度
検
討
し
て
い
た
だ
け
な

い
か
。

▲
成
田
町
長

　今
後
さ
ら
に
良
い
制
度
に
し

て
い
く
た
め
に
も
検
討
、
改
善

し
て
い
き
た
い
。

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　次
の
６
月
定
例
会
ぐ
ら
い
ま

で
に
す
こ
や
か
出
生
祝
金
の

予
算
の
組
み
替
え
は
考
え
な

い
か
。

▲
成
田
町
長

　人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し

て
子
育
て
支
援
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
第
１
子
・
第
２
子
５

万
円
、
第
３
子
10
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
さ
ら
に
第
２
子
７

万
円
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

◎
女
性
の
登
用
率

■
質
問

　三
戸
玲
子
委
員

　我
が
町
の
女
性
の
各
種
委
員

の
登
用
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

▲
工
藤
生
涯
学
習
課
長

　
生
涯
学
習
課
関
連
は
３
３
．

３
％
、
学
務
課
関
連
は
２
８
．

６
％
で
あ
る
。

◎
商
工
費

■
質
問

　松
森
俊
逸
委
員

　商
工
費
の
５
，３
３
５
万
８
，

０
０
０
円
、
構
成
比
は
全
体
の

０
．
８
５
％
で
１
％
に
も
満
た

な
い
。
商
工
関
係
者
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
前

回
同
様
維
持
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
も
聞
か
れ
る
が
。

▲
成
田
町
長

　予
算
額
全
体
か
ら
見
る
と
商

工
費
は
少
な
い
か
も
分
か
ら
な

い
が
、
た
だ
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ

対
策
で
い
ろ
ん
な
商
工
業
振
興

の
た
め
の
経
済
対
策
費
用
を
盛

り
込
ん
だ
。
令
和
３
年
度
に
お

い
て
も
商
店
街
の
振
興
策
に
努

め
て
い
き
た
い
。

◎
健
診

■
質
問

　佐
藤
洋
治
委
員

　ど
ん
な
病
気
で
も
初
期
に
見

つ
か
れ
ば
生
存
率
は
か
な
り
高

い
。
健
診
料
の
無
料
化
を
考
え

て
も
い
い
の
で
は
。

▲
成
田
町
長

　手
数
料
を
無
料
に
し
た
か
ら

と
い
っ
て
健
診
率
が
高
ま
る
と

い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
い
な

い
。
健
診
に
向
け
て
の
い
ろ
ん

な
施
策
、
啓
発
活
動
で
考
え
て

い
た
。

◎
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り
条
例
制

定
の
ま
ち

■
質
問

　佐
藤
文
俊
委
員

　７
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、「
り

ん
ご
ま
る
か
じ
り
条
例
制
定
の

ま
ち
」と
い
う
看
板
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
今
の
町
長
に
な
っ
て

か
ら
、「
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り

条
例
制
定
の
ま
ち
」
と
い
う
言

葉
が
だ
ん
だ
ん
板
柳
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
と
感

じ
て
い
る
が
。

▲
成
田
町
長

　平
成
14
年
12
月
、
ま
る
か
じ

り
条
例
を
制
定
し
て
、
町
全
体

で
安
全
・
安
心
な
り
ん
ご
の

取
組
と
い
う
こ
と
で
進
め
て

い
る
。

　
町
勢
要
覧
や
役
場
内
に
あ
る

看
板
に
も
り
ん
ご
ま
る
か
じ
り

条
例
制
定
の
ま
ち
と
い
う
ふ
う

に
明
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
り
ん
ご
産
業
に
と
っ

て
大
変
大
事
な
危
機
を
乗
り
越

え
て
き
た
と
い
う
こ
と
の
証
で

あ
る
の
で
、
今
後
さ
ら
に
ま
た

い
ろ
ん
な
面
で
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◎
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　今
年
度
中
に
設
計
を
行
っ
て

も
完
成
は
来
年
度
。
で
き
る
だ

け
早
期
完
成
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
話
だ
っ
た
が

現
状
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る

の
か
。

▲
八
木
橋
企
画
財
政
課
長

　７
月
以
降
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
止
ま
っ
た
ま
ま
の
状
態

で
あ
る
。
説
明
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
は
か
っ
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
な
ど
で
止
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
施
設
に
つ
い
て

は
過
疎
債
を
適
用
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
の
分

は
も
う
適
用
で
き
な
い
と
い
う

状
況
に
な
っ
た
の
で
、
今
回
改

め
て
３
年
度
の
予
算
に
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

■
質
問

　今
浩
一
委
員

　早
く
完
成
さ
せ
、
町
民
の

方
々
に
使
っ
て
い
た
だ
く
、
そ

う
い
う
施
設
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
何
の
ア
ク
シ
ョ
ン
も
な

く
て
理
解
を
求
め
て
い
き
た

い
と
、
こ
れ
は
矛
盾
し
て
い
な

い
か
。

▲
成
田
町
長

　コ
ロ
ナ
対
策
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
、
確
か
に
議
員
へ

の
説
明
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
こ
れ
は
率
直
に
認
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

　
こ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
と

い
う
の
は
、
町
民
に
と
っ
て
は

交
流
の
場
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
る
施
設
で
あ
る
の
で
、
早
く

完
成
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
。

◎
災
害
備
蓄

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　防
災
対
策
、
い
わ
ゆ
る
災
害

が
あ
っ
た
と
き
の
備
蓄
の
関
係

に
つ
い
て
、
新
年
度
で
加
え
る

部
分
は
あ
る
の
か
。

▲
大
井
総
務
課
長

　毎
年
、
備
蓄
用
の
毛
布
や
災

害
時
に
必
要
な
も
の
を
消
耗
品

の
予
算
の
範
囲
内
で
購
入
し
て

い
る
。
飲
料
水
が
な
い
の
で
、

毎
年
少
し
ず
つ
準
備
し
て
い
き

た
い
。

◎
青
柳
館
大
浴
場

■
質
問

　鈴
木
清
孝
委
員

　今
の
青
柳
館
の
脱
衣
所
が
非

常
に
狭
い
。
例
え
ば
あ
そ
こ
に

あ
る
棚
の
場
所
を
窓
側
に
横
に

し
て
移
設
す
る
な
ど
工
夫
で
き

な
い
か
。

▲
會
津
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
所
長

　限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で

の
棚
の
配
置
を
現
在
検
討
し
て

い
る
。
重
ね
て
、
脱
衣
所
そ
の

も
の
を
広
く
で
き
な
い
か
も
含

め
て
い
ろ
い
ろ
調
査
を
し
て
い

る
。

総括質疑総括質疑
予算特別委員会予算特別委員会

　令和３年度の各会計予算を審議するため、議員全
員で構成する予算特別委員会（委員長・成田陽光議
員／副委員長・濱名康治議員）を設置し、３月８日・
９日の２日間にわたり詳細に審議しました。数多く
の質疑がありましたが、その一部を紹介します。
   ※令和 3 年度各会計予算の詳細に
      ついては、広報いたやなぎ４月号
      に掲載されています。
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　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　議　案

佐
藤
洋
治

工
藤

貢

濱
名
康
治

佐
藤
文
俊

鈴
木
清
孝

松
森
俊
逸

今

浩
一

葛
西
幸
男

長
内
良
蔵

成
田

肇

三
戸
玲
子

結
果

議案第73号　令和３年度板柳町一般会計予算に対する修正動議（下記のとおり） × × × × × ○ × × × × × 賛成1人  否決

議案第73号　令和３年度板柳町一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ × ○ × × × ○ 賛成6人  可決

○賛否の分かれた予算案　◆予算特別委員会（令和３年３月９日）

○：賛成　×：反対　欠：欠席　※委員長（成田陽光）は採決に加わらない。
議案第 73 号　令和３年度板柳町一般会計予算に対する修正動議の内容（発議者：松森俊逸委員）
　ふるさとセンター関連予算の、ホームページ構築委託料、既存案内看板デザイン更新委託料、子供用遊具設置工事、イ
ルミネーション設置・解体工事の各事業は、全体計画が固まってから整備すべきものと考え、修正を提案いたします。なお、
この事業に関して無駄だとか、必要ないのだとかという思いは毛頭ございません。提案、執行する時期をもう少し考えて
いただきたい、そういう思いで提案いたします。なお、今はコロナ禍で疲弊した商工個人事業主やコロナ後を見据えた町
経済を下支えするために予算を重点配分すべき時期だと、私は確信しております。
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小学校統合問題検討特別委員会小学校統合問題検討特別委員会
問３ 問２で小学校統廃合に、「賛成」の方にお聞きします。

賛成の理由に近いものは何ですか。（※複数回答を可）

問４ 問２で小学校統廃合に、「反対」の方にお聞きします。
反対の理由に近いものは何ですか。（※複数回答を可）

問５ 「小中一貫教育」または「小中連携教育」について、
統廃合との関係性をどのように思いますか。

問７ 小学校統合問題は、町の財政面を含め将来の当町において、
住民サービスや新規事業などにも影響を及ぼす可能性のある
重要課題です。統合により新築・改築・改修、いずれにしても
町の予算が使われます。
統合の必要性についてお聞かせ下さい。

問６ 統廃合する場合、通学バスの必要性をどのように思いますか。

問２

問１ 板柳町立小学校の統合について、あなたは関心がありますか。

目的

これまでの活動

①　おおいに関心ある

②　あまり関心がない

③　わからない・どちらでもない

142

26

38

％

％

％

67.94

12.44

18.18

①　町の最優先課題として、出来る限り早く統合する必要がある 42 ％

％

％

％

22.49

③　小学校統合問題より、先に取り組むべきものがある

④　町民と意見交換を十分に行い、検討する必要がある

⑤　わからない

6

62

18

2.87

29.67

8.61

①　通学バスは必要である

②　通学バスの必要性は無い

③　わからない・どちらでもよい

180

4

19

％

％

％

86.12

1.91

9.09

％

％

％

59.81

10.53

28.23

①　賛成である

②　反対である

③　わからない・どちらでもよい

125

22

59

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

あなたは小学校統廃合に、「賛成」ですか「反対」ですか。

①　新築の小学校になるのであれば賛成

②　既存の学校でも改修等で新しくなるのであれば賛成

③　学級数や友だちが増えるので賛成

④　部活動が活発になるのであれば賛成

⑤　小中一貫教育または連携教育を進めるのであれば賛成

⑥　中一ギャップの解消や学業充実に期待できるので賛成

⑦　ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてるので賛成

⑧　その他　

％

％

％

％

％

％

％

％

33.97

11.00

37.32

30.62

21.53

8.13

2.87

3.83

71

23

78

64

45

17

6

8

①　いまのままでよいので反対

②　学級数が増え子どもに目が届かなくなるので反対

③　学級数が増えることで、人間関係に不安を感じるので反対

④　地域に学校がなくなるので反対

⑤　小中一貫教育または連携教育になるのであれば反対

⑥　中一ギャップの解消や学業充実に期待できないので反対

⑦　ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてなくなるので反対

⑧　その他

①　統廃合する以上、「小中一貫教育」または「小中連携教育」は必要である

②　統廃合と「小中一貫教育」または「小中連携教育」はあまり関係ない

③　わからない・どちらでもよい

％

％

％

％

％

％

％

％

6.70

5.26

2.39

4.78

1.44

0.48

0.48

0.48

14

11

5

10

3

1

1

1

％

％

％

32.06

29.19

37.80

67

61

79

②　統合した事によって町の財政が圧迫され、住民サービスの低下や
　　新規事業の縮小などにならない様、十分に検討する必要がある ％41.1586

　小学校統合については、多くの調整事項が考えられます。行政主導の方針に任
せるのではなく、町政に町民の意見を反映するため、町議会では（仮称）小学校
統合問題検討特別委員会を設置しました。

●小学校意見交換会の実施
　学区ごとに板柳町多目的ホール「あぷる」で
　実施しました。

●町内保育所保護者へのアンケートの実施
　町内５つの保育所保護者に対してアンケートを実施しました。（沿川保育所分含む）

月日 対象学区
3月23日 南小学校学区
3月24日 北小学校学区
3月29日 東小学校学区
4月2日 小阿弥小学校区

＜アンケート抜粋＞

第 １ 保育所鶴住
第 ２ 保育所鶴住
第 ３ 保育所鶴住
小阿弥 ・ 沿川保育所鶴住
畑岡保育所鶴住

41
44
73
42

世帯数
82 62

35
33

合　　計 282 209

保　育　所　名

56
23

参加者

※アンケートに記載されていた意見及び意見交換会の詳細は
　板柳町ホームページの「板柳町議会」からご覧いただけます。
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小学校統合問題検討特別委員会小学校統合問題検討特別委員会
問３ 問２で小学校統廃合に、「賛成」の方にお聞きします。

賛成の理由に近いものは何ですか。（※複数回答を可）

問４ 問２で小学校統廃合に、「反対」の方にお聞きします。
反対の理由に近いものは何ですか。（※複数回答を可）

問５ 「小中一貫教育」または「小中連携教育」について、
統廃合との関係性をどのように思いますか。

問７ 小学校統合問題は、町の財政面を含め将来の当町において、
住民サービスや新規事業などにも影響を及ぼす可能性のある
重要課題です。統合により新築・改築・改修、いずれにしても
町の予算が使われます。
統合の必要性についてお聞かせ下さい。

問６ 統廃合する場合、通学バスの必要性をどのように思いますか。

問２

問１ 板柳町立小学校の統合について、あなたは関心がありますか。

目的

これまでの活動

①　おおいに関心ある

②　あまり関心がない

③　わからない・どちらでもない

142

26

38

％

％

％

67.94

12.44

18.18

①　町の最優先課題として、出来る限り早く統合する必要がある 42 ％

％

％

％

22.49

③　小学校統合問題より、先に取り組むべきものがある

④　町民と意見交換を十分に行い、検討する必要がある

⑤　わからない

6

62

18

2.87

29.67

8.61

①　通学バスは必要である

②　通学バスの必要性は無い

③　わからない・どちらでもよい

180

4

19

％

％

％

86.12

1.91

9.09

％

％

％

59.81

10.53

28.23

①　賛成である

②　反対である

③　わからない・どちらでもよい

125

22

59

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

（世帯） （率）

あなたは小学校統廃合に、「賛成」ですか「反対」ですか。

①　新築の小学校になるのであれば賛成

②　既存の学校でも改修等で新しくなるのであれば賛成

③　学級数や友だちが増えるので賛成

④　部活動が活発になるのであれば賛成

⑤　小中一貫教育または連携教育を進めるのであれば賛成

⑥　中一ギャップの解消や学業充実に期待できるので賛成

⑦　ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてるので賛成

⑧　その他　

％

％

％

％

％

％

％

％

33.97

11.00

37.32

30.62

21.53

8.13

2.87

3.83

71

23

78

64

45

17

6

8

①　いまのままでよいので反対

②　学級数が増え子どもに目が届かなくなるので反対

③　学級数が増えることで、人間関係に不安を感じるので反対

④　地域に学校がなくなるので反対

⑤　小中一貫教育または連携教育になるのであれば反対

⑥　中一ギャップの解消や学業充実に期待できないので反対

⑦　ＰＴＡ行事や学校行事に期待がもてなくなるので反対

⑧　その他

①　統廃合する以上、「小中一貫教育」または「小中連携教育」は必要である

②　統廃合と「小中一貫教育」または「小中連携教育」はあまり関係ない

③　わからない・どちらでもよい

％

％

％

％

％

％

％

％

6.70

5.26

2.39

4.78

1.44

0.48

0.48

0.48

14

11

5

10

3

1

1

1

％

％

％

32.06

29.19

37.80

67

61

79

②　統合した事によって町の財政が圧迫され、住民サービスの低下や
　　新規事業の縮小などにならない様、十分に検討する必要がある ％41.1586

　小学校統合については、多くの調整事項が考えられます。行政主導の方針に任
せるのではなく、町政に町民の意見を反映するため、町議会では（仮称）小学校
統合問題検討特別委員会を設置しました。

●小学校意見交換会の実施
　学区ごとに板柳町多目的ホール「あぷる」で
　実施しました。

●町内保育所保護者へのアンケートの実施
　町内５つの保育所保護者に対してアンケートを実施しました。（沿川保育所分含む）

月日 対象学区
3月23日 南小学校学区
3月24日 北小学校学区
3月29日 東小学校学区
4月2日 小阿弥小学校区

＜アンケート抜粋＞

第 １ 保育所鶴住
第 ２ 保育所鶴住
第 ３ 保育所鶴住
小阿弥 ・ 沿川保育所鶴住
畑岡保育所鶴住

41
44
73
42

世帯数
82 62

35
33

合　　計 282 209

保　育　所　名

56
23

参加者

※アンケートに記載されていた意見及び意見交換会の詳細は
　板柳町ホームページの「板柳町議会」からご覧いただけます。
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■
消
防
団

　
板
柳
の
消
防
団
団
員
の
定
数

は
何
人
か
。

　
定
数
は
３
１
０
名
で
あ
る
。

　
現
在
は
何
人
か
。

　
現
在
は
約
２
６
０
名
で
あ
る
。

　
定
数
よ
り
50
人
を
切
っ
て
い

る
が
、
何
か
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
現
状
は
地
域
の
分
団
長
を
通

し
て
新
規
の
団
員
を
増
や
す
こ

と
で
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

状
況
。

　
女
性
の
団
員
を
こ
れ
か
ら
増

や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
。

　
工
夫
を
し
て
増
や
す
方
向
で

検
討
し
た
い
。

　
消
防
団
員
の
あ
り
方
に
つ

い
て
。

　
将
来
的
に
は
人
口
も
少
な

く
な
り
、
難
し
く
な
る
と
思

う
。
消
防
団
の
中
で
こ
れ
か

ら
話
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

■
高
規
格
救
急
車

　
高
規
格
救
急
車
が
配
備
と

な
る
が
、
今
ま
で
の
高
規
格

車
と
ま
た
別
に
配
備
に
な
る

の
か
。

　
板
柳
消
防
署
に
現
在
あ
る

高
規
格
救
急
車
は
平
成
15
年

に
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

も
う
18
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
い

る
。
今
あ
る
救
急
車
が
更
新

と
な
る
。

■
財
政
運
営

　
基
金
の
残
高
は
。

　
３
２
億
１
，
６
０
０
万
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
大
体
予
算
規
模
の
何
％
ぐ

ら
い
基
金
置
け
ば
安
全
な
財

政
運
営
が
で
き
る
の
か
。

　
財
政
の
安
全
性
を
示
す
と

い
う
指
標
と
し
て
４
つ
の
指

標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
現

在
板
柳
町
は
、
県
内
の
中
で

も
数
値
は
全
て
良
い
。

■
町
史
編
さ
ん

　
１
，
０
０
０
部
刷
る
と
い

う
の
は
頒
布
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

　
現
時
点
で
は
ま
だ
販
売
す

る
の
か
ど
う
か
は
決
め
て
い

な
い
。

■
路
線
バ
ス

　
運
行
維
持
費
の
分
に
つ
い

て
は
弘
南
バ
ス
さ
ん
で
金
額

を
決
め
て
い
る
の
か
。

　
経
営
改
善
を
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
な
お
足
り
な
い
部

分
を
補
助
し
て
い
る
と
い
う

形
で
あ
る
。

■
防
火
水
槽

　
50
か
所
も
あ
る
水
槽
、
維

持
補
修
を
実
施
し
て
い
る
の

か
。

　
消
防
署
の
ほ
う
で
定
期
的

に
巡
回
し
て
点
検
を
し
て
い
る
。

■
転
作
問
題

　
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
飼
料
米
と
備
蓄
米
の

割
合
を
示
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
。

　
飼
料
米
を
作
る
に
当
た
っ

て
は
、
販
売
先
を
確
保
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、Ｐ
Ｒ
な
ど
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

■
り
ん
ご
問
題

　
昨
年
は
り
ん
ご
黒
星
病
の

防
除
対
策
と
し
て
、
芽
出
し

前
と
芽
出
し
後
に
町
で
農
薬

購
入
の
補
助
し
た
が
。

　
こ
れ
か
ら
の
補
助
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
新
薬
販
売
さ
れ

た
の
を
き
っ
か
け
に
終
了
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
非
常
に
悩

ま
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
一
区

切
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

■
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
救
急

救
命
講
習
は
予
定
し
て
い
る

の
か
。

　
以
前
か
ら
消
防
職
員
指
導

の
も
と
救
急
救
命
講
習
を
受

け
て
い
る
。

　
家
族
風
呂
の
利
用
状
況
は
。

　
大
体
25
％
ぐ
ら
い
利
用
さ

れ
て
い
る
。

■
板
柳
中
央
病
院

　
救
急
搬
送
の
受
入
れ
対
応

は
。

　
救
急
の
受
け
入
れ
件
数
が

下
が
っ
て
い
る
。
救
急
患
者

を
も
っ
と
受
け
入
れ
る
と
い

う
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い

る
。

　
福
祉
建
設
文
教

　
常
任
委
員
会

■
す
こ
や
か
出
生
祝
金

　
今
回
一
律
５
万
円
に
な
っ

た
が
、
３
人
目
の
方
は
10
万

円
か
ら
５
万
円
と
な
り
不
利

に
な
る
が
。

　
第
１
子
か
ら
等
し
く
支
給

し
た
い
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ

た
。
金
額
の
選
定
に
当
た
っ

て
は
、
事
業
費
の
規
模
を
前

身
の
事
業
費
と
同
等
程
度
に

し
た
。

■
小
学
校
統
合
検
討

　
町
が
設
置
す
る
委
員
会
の

学
識
経
験
者
は
４
人
か
。

　
地
域
関
係
者
等
と
学
識
経

験
者
は
重
複
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　
基
本
方
針
は
決
定
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

　
そ
う
で
あ
る
。

　
校
舎
を
新
築
し
た
際
の
４

０
億
と
い
う
の
は
い
つ
計
算

し
た
の
か
。

　
今
の
中
学
校
が
２
５
億
７
，

０
０
０
万
程
度
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
概
算
で
算
出
し
て

い
る
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
町
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
人

が
発
行
し
て
い
る
の
か
。

　
１
月
末
で
１
，
７
６
１
人

の
方
に
交
付
し
て
お
り
、
交

付
率
は
１
３
．
１
％
で
あ
る
。

　
作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
公
的
な
身
分
証
明
と
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
、ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ

な
ど
の
行
政
の
手
続
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
送
迎
対

策
費
と
し
て
７
４
０
万
程
計

上
し
て
い
る
が
、
内
訳
は
。

　
バ
ス
送
迎
費
用
と
し
て
１

２
０
日
分
程
度
計
上
し
て
い

る
。
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一目で分かる審議結果

議  案  番  号 議　　案 結　　果
承認第13号 専決処分の承認を求めることについて 全員承認
議案第51号 町道の路線廃止について 全員可決
議案第52号 町道の路線認定について 全員可決

議案第53号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県
市町村職員退職手当組合規約の変更について

全員可決

議案第54号
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町
村総合事務組合の共同処理する事務の変更並びに青森県市町村総合事務組合規
約の変更について

全員可決

議案第55号 板柳町議会議員及び板柳町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の制定について

全員可決

議案第57号 板柳町私債権の放棄に関する条例の制定について 全員可決
議案第58号 板柳町すこやか出生祝金支給条例の制定について 全員可決
議案第59号 板柳町職員等の旅費及び費用弁償に関する条例等の一部改正について 全員可決
議案第60号 板柳町公民館条例の一部改正について 全員可決
議案第61号 板柳町国民健康保険条例の一部改正について 全員可決
議案第62号 板柳町介護保険条例の一部改正について 全員可決
議案第63号 板柳町道路構造の技術的基準等に関する条例の一部改正について 全員可決
議案第64号 板柳町道路占用料徴収条例の一部改正について 全員可決
議案第65号 板柳町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 全員可決
議案第66号 令和２年度板柳町一般会計補正予算（第１４号） 全員可決
議案第67号 令和２年度板柳町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 全員可決
議案第68号 令和２年度板柳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全員可決
議案第69号 令和２年度板柳町介護保険特別会計補正予算（第４号） 全員可決
議案第70号 令和２年度国民健康保険板柳中央病院事業会計補正予算（第６号） 全員可決
議案第71号 令和２年度板柳町水道事業会計補正予算（第３号） 全員可決
議案第72号 令和２年度板柳町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 全員可決
議案第73号 令和３年度板柳町一般会計予算 全員可決
議案第74号 令和３年度板柳町国民健康保険事業特別会計予算 全員可決
議案第75号 令和３年度板柳町後期高齢者医療特別会計予算 全員可決
議案第76号 令和３年度板柳町介護保険特別会計予算 全員可決
議案第77号 令和３年度板柳町農業集落排水事業特別会計予算 全員可決
議案第78号 令和３年度国民健康保険板柳中央病院事業会計予算 全員可決
議案第79号 令和３年度板柳町水道事業会計予算 全員可決
議案第80号 令和３年度板柳町公共下水道事業会計予算 全員可決
議案第81号 板柳中学校解体工事請負契約の一部変更について 全員可決

　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
　議　案

工
藤

貢

濱
名
康
治

佐
藤
文
俊

鈴
木
清
孝

成
田
陽
光

松
森
俊
逸

今

浩
一

葛
西
幸
男

長
内
良
蔵

成
田

肇

三
戸
玲
子

結
果

議案第56号　板柳町立小学校統合整備検討委員会設置条例の
制定について

○ × × × × 欠 × ○ ○ ○ × 賛成４人　否決

○賛否の分かれた議案　　　　　　◆第５回定例会（令和３年３月10日）

○：賛成　×：反対　欠：欠席　※議長は採決に加わらない。

○全会一致の議案 ◆第５回定例会（令和３年３月10日）
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な
る
と
思

う
。
消
防
団
の
中
で
こ
れ
か

ら
話
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

■
高
規
格
救
急
車

　
高
規
格
救
急
車
が
配
備
と

な
る
が
、
今
ま
で
の
高
規
格

車
と
ま
た
別
に
配
備
に
な
る

の
か
。

　
板
柳
消
防
署
に
現
在
あ
る

高
規
格
救
急
車
は
平
成
15
年

に
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

も
う
18
年
ぐ
ら
い
た
っ
て
い

る
。
今
あ
る
救
急
車
が
更
新

と
な
る
。

■
財
政
運
営

　
基
金
の
残
高
は
。

　
３
２
億
１
，
６
０
０
万
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
大
体
予
算
規
模
の
何
％
ぐ

ら
い
基
金
置
け
ば
安
全
な
財

政
運
営
が
で
き
る
の
か
。

　
財
政
の
安
全
性
を
示
す
と

い
う
指
標
と
し
て
４
つ
の
指

標
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
現

在
板
柳
町
は
、
県
内
の
中
で

も
数
値
は
全
て
良
い
。

■
町
史
編
さ
ん

　
１
，
０
０
０
部
刷
る
と
い

う
の
は
頒
布
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

　
現
時
点
で
は
ま
だ
販
売
す

る
の
か
ど
う
か
は
決
め
て
い

な
い
。

■
路
線
バ
ス

　
運
行
維
持
費
の
分
に
つ
い

て
は
弘
南
バ
ス
さ
ん
で
金
額

を
決
め
て
い
る
の
か
。

　
経
営
改
善
を
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
な
お
足
り
な
い
部

分
を
補
助
し
て
い
る
と
い
う

形
で
あ
る
。

■
防
火
水
槽

　
50
か
所
も
あ
る
水
槽
、
維

持
補
修
を
実
施
し
て
い
る
の

か
。

　
消
防
署
の
ほ
う
で
定
期
的

に
巡
回
し
て
点
検
を
し
て
い
る
。

■
転
作
問
題

　
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
っ
て
飼
料
米
と
備
蓄
米
の

割
合
を
示
し
た
ほ
う
が
良
い

の
で
は
。

　
飼
料
米
を
作
る
に
当
た
っ

て
は
、
販
売
先
を
確
保
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
、Ｐ
Ｒ
な
ど
も
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

■
り
ん
ご
問
題

　
昨
年
は
り
ん
ご
黒
星
病
の

防
除
対
策
と
し
て
、
芽
出
し

前
と
芽
出
し
後
に
町
で
農
薬

購
入
の
補
助
し
た
が
。

　
こ
れ
か
ら
の
補
助
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
新
薬
販
売
さ
れ

た
の
を
き
っ
か
け
に
終
了
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
非
常
に
悩

ま
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
一
区

切
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

■
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

　
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
救
急

救
命
講
習
は
予
定
し
て
い
る

の
か
。

　
以
前
か
ら
消
防
職
員
指
導

の
も
と
救
急
救
命
講
習
を
受

け
て
い
る
。

　
家
族
風
呂
の
利
用
状
況
は
。

　
大
体
25
％
ぐ
ら
い
利
用
さ

れ
て
い
る
。

■
板
柳
中
央
病
院

　
救
急
搬
送
の
受
入
れ
対
応

は
。

　
救
急
の
受
け
入
れ
件
数
が

下
が
っ
て
い
る
。
救
急
患
者

を
も
っ
と
受
け
入
れ
る
と
い

う
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い

る
。

　
福
祉
建
設
文
教

　
常
任
委
員
会

■
す
こ
や
か
出
生
祝
金

　
今
回
一
律
５
万
円
に
な
っ

た
が
、
３
人
目
の
方
は
10
万

円
か
ら
５
万
円
と
な
り
不
利

に
な
る
が
。

　
第
１
子
か
ら
等
し
く
支
給

し
た
い
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ

た
。
金
額
の
選
定
に
当
た
っ

て
は
、
事
業
費
の
規
模
を
前

身
の
事
業
費
と
同
等
程
度
に

し
た
。

■
小
学
校
統
合
検
討

　
町
が
設
置
す
る
委
員
会
の

学
識
経
験
者
は
４
人
か
。

　
地
域
関
係
者
等
と
学
識
経

験
者
は
重
複
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　
基
本
方
針
は
決
定
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

　
そ
う
で
あ
る
。

　
校
舎
を
新
築
し
た
際
の
４

０
億
と
い
う
の
は
い
つ
計
算

し
た
の
か
。

　
今
の
中
学
校
が
２
５
億
７
，

０
０
０
万
程
度
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
概
算
で
算
出
し
て

い
る
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
町
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
人

が
発
行
し
て
い
る
の
か
。

　
１
月
末
で
１
，
７
６
１
人

の
方
に
交
付
し
て
お
り
、
交

付
率
は
１
３
．
１
％
で
あ
る
。

　
作
成
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
公
的
な
身
分
証
明
と
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
、ｅ―

Ｔ
ａ
ｘ

な
ど
の
行
政
の
手
続
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
で
き
る
こ
と
が
あ

る
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
送
迎
対

策
費
と
し
て
７
４
０
万
程
計

上
し
て
い
る
が
、
内
訳
は
。

　
バ
ス
送
迎
費
用
と
し
て
１

２
０
日
分
程
度
計
上
し
て
い

る
。

2021年5月　いたやなぎ町議会だより １２１３　2021年5月　いたやなぎ町議会だより  

一目で分かる審議結果

議  案  番  号 議　　案 結　　果
承認第13号 専決処分の承認を求めることについて 全員承認
議案第51号 町道の路線廃止について 全員可決
議案第52号 町道の路線認定について 全員可決

議案第53号 青森県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県
市町村職員退職手当組合規約の変更について

全員可決

議案第54号
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び青森県市町
村総合事務組合の共同処理する事務の変更並びに青森県市町村総合事務組合規
約の変更について

全員可決

議案第55号 板柳町議会議員及び板柳町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
の制定について

全員可決

議案第57号 板柳町私債権の放棄に関する条例の制定について 全員可決
議案第58号 板柳町すこやか出生祝金支給条例の制定について 全員可決
議案第59号 板柳町職員等の旅費及び費用弁償に関する条例等の一部改正について 全員可決
議案第60号 板柳町公民館条例の一部改正について 全員可決
議案第61号 板柳町国民健康保険条例の一部改正について 全員可決
議案第62号 板柳町介護保険条例の一部改正について 全員可決
議案第63号 板柳町道路構造の技術的基準等に関する条例の一部改正について 全員可決
議案第64号 板柳町道路占用料徴収条例の一部改正について 全員可決
議案第65号 板柳町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正について 全員可決
議案第66号 令和２年度板柳町一般会計補正予算（第１４号） 全員可決
議案第67号 令和２年度板柳町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 全員可決
議案第68号 令和２年度板柳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全員可決
議案第69号 令和２年度板柳町介護保険特別会計補正予算（第４号） 全員可決
議案第70号 令和２年度国民健康保険板柳中央病院事業会計補正予算（第６号） 全員可決
議案第71号 令和２年度板柳町水道事業会計補正予算（第３号） 全員可決
議案第72号 令和２年度板柳町公共下水道事業会計補正予算（第２号） 全員可決
議案第73号 令和３年度板柳町一般会計予算 全員可決
議案第74号 令和３年度板柳町国民健康保険事業特別会計予算 全員可決
議案第75号 令和３年度板柳町後期高齢者医療特別会計予算 全員可決
議案第76号 令和３年度板柳町介護保険特別会計予算 全員可決
議案第77号 令和３年度板柳町農業集落排水事業特別会計予算 全員可決
議案第78号 令和３年度国民健康保険板柳中央病院事業会計予算 全員可決
議案第79号 令和３年度板柳町水道事業会計予算 全員可決
議案第80号 令和３年度板柳町公共下水道事業会計予算 全員可決
議案第81号 板柳中学校解体工事請負契約の一部変更について 全員可決

　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
　議　案

工
藤

貢

濱
名
康
治

佐
藤
文
俊

鈴
木
清
孝

成
田
陽
光

松
森
俊
逸

今

浩
一

葛
西
幸
男

長
内
良
蔵

成
田

肇

三
戸
玲
子

結
果

議案第56号　板柳町立小学校統合整備検討委員会設置条例の
制定について

○ × × × × 欠 × ○ ○ ○ × 賛成４人　否決

○賛否の分かれた議案　　　　　　◆第５回定例会（令和３年３月10日）

○：賛成　×：反対　欠：欠席　※議長は採決に加わらない。

○全会一致の議案 ◆第５回定例会（令和３年３月10日）
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　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　春
、
心
地
良
い
風
が
吹
く
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
の
皆

さ
ん
に
と
り
ま
し
て
は
、
秋
に

向
け
て
の
農
繁
期
の
始
ま
り
で

す
ね
。
県
外
在
住
の
板
柳
の
出

身
者
がFacebook

に
書
き
込
ん

で
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
故
郷
に
手
伝
い
も
兼

ね
て
帰
れ
な
い
。
幼
馴
染
み
と

会
え
な
い
・
・
・
し
か
し
。

　帰
ら
れ
な
い
か
ら
こ
そ
実
家

か
ら
米
や
り
ん
ご
が
届
く
と
、

板
柳
愛
が
強
く
な
る
そ
う
で
す
。

故
郷
を
離
れ
て
る
板
柳
出
身
者

も
故
郷
の
味
を
待
っ
て
い
ま
す
。

心
待
ち
に
し
て
い
る
方
に
お
い
し

い
米
と
り
ん
ご
を
届
け
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。

　フ
レ
ー
フ
レ
ー
農
家
の
皆
さ

ん
♪  （

委
員
　濱
名
　康
治
）

【
発
行
責
任
者
】
　

　
　
　議
長
　佐
藤
　洋
治

※

第
30
号
発
行
予
定
は
8
月

13
日
頃
で
す
。

　議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 編 

集 

後 

記
板柳町の夢追人！板柳町の夢追人！

Ｐ ２ ～ ７
Ｐ ８ ～ ９
Ｐ１０～１１
P１２
Ｐ１３

●６人が一般質問
●予算特別委員会
●小学校統合問題検討特別委員会
●常任委員会審査
●一目で分かる審議結果

～みんなで心ひとつに全国大会優勝～～みんなで心ひとつに全国大会優勝～
板柳中学校　野球部板柳中学校　野球部

議会組織に変更がありました いたやなぎ町議会だより
　「夢追人」を募集しています！
いたやなぎ町議会だより
　「夢追人」を募集しています！

内　　容：表紙写真の掲載
　　　　　（町内在住、男女年齢・個人団体問わず。
　　　　　大人の方でも大歓迎）

募集期間：随時募集

選考方法：議会だより編集特別委員会で審査を行い、選出
　　　　　します。

問 合 せ：板柳町議会事務局　
　　　　　☎０１７２－７３－２１１１（内線４０１）

内　　容：表紙写真の掲載
　　　　　（町内在住、男女年齢・個人団体問わず。
　　　　　大人の方でも大歓迎）

募集期間：随時募集

選考方法：議会だより編集特別委員会で審査を行い、選出
　　　　　します。

問 合 せ：板柳町議会事務局　
　　　　　☎０１７２－７３－２１１１（内線４０１）

副議長 三戸　玲子
委員長 今　　浩一
副委員長 鈴木　清孝
委員 成田　陽光
〃 濱名　康治
〃 工藤　　貢

委員長 成田　陽光
副委員長 佐藤　文俊
委員 三戸　玲子
〃 成田　　肇
〃 佐藤　洋治
〃 濱名　康治

総務産業厚生
常任委員会

議会運営委員会

主な内容

議会の動き （１月～３月）

会 議 等 名 会 議 等 名
6日  議会だより編集特別委員会 3日  本会議(定例会日程、町長の提案理由等)
12日  町例月出納検査（監査） 〃  議員全員協議会
22日  議会だより編集特別委員会 〃  議会運営委員会
26日  議会運営委員会(定例会案件) 4日  本会議(一般質問・6人)
28日  議会だより編集特別委員会 〃  議会運営委員会
10日  町例月出納検査（監査） 5日  総務産業厚生常任委員会 (所管事務調査)
16日  議員全員協議会 〃  福祉建設文教常任委員会 (所管事務調査)
17日  弘前地区環境整備事務組合議会定例会 8日  予算特別委員会
〃  津軽広域連合議会定例会 9日  予算特別委員会
〃  弘前地区消防事務組合議会定例会 10日  本会議(委員長報告、採決、閉会)
22日  議案説明会 15日  町例月出納検査（監査）
〃  西北五広域福祉事務組合議会定例会 22日  小学校統合問題検討特別委員会
24日  国民健康保険運営協議会 23日  小学校統合問題に係る意見交換会（南小学区）
26日  議会運営委員会 24日  小学校統合問題に係る意見交換会（北小学区）
〃  青森県町村議会議長会定期総会 29日  小学校統合問題に係る意見交換会（東小学区）

開 催 日

1
月

開 催 日

2
月

3
月

　板柳町中学校野球部の部長を務め
る３年生の佐々木玲旺さんに野球部
の夢を語っていただきました。
　昨年３月に出場予定だった全国大
会が中止となり、チーム全員が悔し
い思いをしました。練習では守備を
徹底的にレベルアップしたい。チー
ムの特徴である得点力を生かして全
ての試合に勝利し、全国大会優勝を
目指すと力強く語ってくれました。


